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フランス民主労働連合（ＣＦＤＴ、ｏ・口重円昌・ロ同国ロっ号の□皀・・日葺口の」の、日日三一一の日切）は、一一○万人の組合
員を数え、労働総連合（ＣＧＴ）一三○万に次ぐフランス第一一の労働組合全国組織である。この連合は新たに一九
七○年以降、自主管理社会主義（ｍ・昌一］ｍ日の目〔。、の、〔】・目畳の）を標傍しており、従来の伝統的労働組合像ではとら
えきれない特異な労働組合運動を展開しつつある。
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「
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
の
な
か
で
特
殊
な
地
位
を
占
め
て
き
た
し
、
な
お
占
め
つ
づ
け
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
十
分
わ
き
ま
え
て
い
る
と
信
じ
こ
ん
で
い
た
人
々
を
さ
え
、
な
お
狼
狽
さ
せ
、
驚
嘆
さ
せ
る
の
を
止
め
な
い
」
と
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
理
論
誌
〔
弓
□
弓
』
こ
・
ミ
亘
諄
量
の
編
集
長
を
つ
と
め
、
自
主
管
理
社
会
主
義
の
理
論
家
と
し
て
著
名
な
ビ
ニ
ル
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
…
…
、
労
働
組
合
や
政
党
の
伝
統
的
な
モ
デ
ル
を
追
う
こ
と
を
止
め
、
そ
の
目
標
に
つ
い
て
も
、
ま
た
（１） 
行
動
様
式
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
型
の
労
働
組
合
運
動
を
開
始
し
て
い
る
」
と
つ
づ
け
て
い
る
。
また経済誌、同唇冒の言＆の編集長であり、ゑずからも短期間ながらＣＦＤＴ組合員の経歴を持つジャン・ポワ
ソナ（］田口国・〕⑩叩・目［）は、一九六六年に、ＣＦＤＴが労働組合なのか、研究所なのか、それとも政党なのか、と日
間
し
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
し
ば
し
ば
こ
の
三
つ
の
機
能
を
同
時
に
果
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
結
論
づ
け
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
特集号を組んだ「エスプリ』の八○年三月号で、右のポワソナの問いを枕に、「新らしい型の組合運動か？」とい
う論文を書いたアンドレ・アンドリューとジャン。リニョンは、「ＣＦＤＴとは何か？」と題する結論の箇所で、
（２） 
つぎのように反論を展開している。
「ポワソナが問を発してから一四年を経て、われわれはこう答えよう。すなわち、ＣＦＤＴは組合でも、政党でも、研究所
でもないのである。伝統的いふにおいては、組合ではない……。あらゆる管理的機能を拒否するがゆえに、したがっていわん
や国家権力の奪取とその行使という機能を拒否するがゆえに、決して政党ではない。そのアルファでありオメガであるもの、
、
、
その理論的営為の出発点であると同時に出口たるものが、まさに行動であるがゆえに、ましてや研究所でもない。ＣＦＤＴ
は、その長い波潤に富んだ旅路を経て、社会諸勢力と社会運動の組織的集合体、という新たなかつ複合的な現象をなすにいた
ったのである。そしてその性格規定は、なお将来に待たれている。」
「ＣＦＤＴの新たな政策は、資本主義社会の危機にたいする返答だ、といわれる。それは正しい。だがそれはまた、より深
いところで、実践と同様にイデオロギーにおいて、社会主義の危機にたいする返答なのである。」
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「われわれは歩んでいる」（ｚ・ロいぃ・日日の⑪のロ日四『３の）、これが六八年五月のＣＦＤＴ労働者のスローガンであっ
た
。
『
今
日
の
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
』
と
い
う
優
れ
た
書
物
を
著
し
た
書
記
長
エ
ド
モ
ン
・
メ
ー
ル
と
、
歴
史
家
で
あ
る
全
国
委
員
ジ
ャ
ッ
ク
．（３） 
ジュリァールは、その著作の冒頭において、このスローガンがＣＦＤＴの性格を表現しきっている、と断一一一一口する。
ま
た
ジ
ュ
リ
ァ
ー
ル
は
別
の
と
こ
ろ
で
こ
う
も
語
っ
て
い
る
。
「
わ
た
し
が
思
う
に
、
他
の
労
働
組
合
組
織
と
対
比
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
を
（４） 
一語で一一一一円い表わす言葉としては、『進化」（ｍぐ・’三・口）がもっとも適切である。」
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
ほ
ど
、
過
去
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
断
絶
を
あ
ら
わ
に
す
る
も
の
は
な
か
ろ
う
。
六
八
年
五
月
、
工
場
で
、
集
会
で
、
街
頭
で
、
運
動
の
前
衛
で
あ
っ
た
。
冒
険
主
義
者
と
批
判
す
る
も
の
さ
え
い
た
。
だ
が
、
六
四
年
に
現
在
の
名
称
を
採
用
す
る
ま
で
は
、
「フランスキリスト教労働者連合」（ｏ・国産量【一・口司尉目っ巴、の」めい目国三一一の日、●ず『会の口の）と名乗っていた。その前身
一九六八年五月、、くりの学生闘争に端を発し、労働者、知識人の異議申立てがフランス全土を覆った。当時旧社
会党（ＣＦＩｏ）は、第二インター以来の伝統的行動様式が現実に対応しきれなくなっており、またアルジェリア
戦
争
の
後
遺
症
に
よ
る
党
内
の
対
立
か
ら
立
直
っ
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
フ
ラ
ン
ス
左
翼
の
中
核
を
も
っ
て
認
ず
る
共
産
党
と
Ｃ
Ｇ
Ｔ
とは、この高度管理社会を襲ったまったく新しい社会危機の展開を理解できず、その激化の中で動揺した。彼らは、
学
生
と
労
働
者
と
の
間
の
分
断
を
策
し
、
問
題
を
労
働
者
の
要
求
獲
得
闘
争
に
倭
少
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
機
の
終
息
を
は
か
る
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
、
積
極
的
に
ろ。それまで病
ようになった。
こ
の
と
き
新
左
翼
の
弱
少
政
党
で
あ
っ
た
統
一
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｕ
）
と
な
ら
ん
で
、
彼
ら
の
異
議
申
し
立
て
を
深
い
と
こ
ろ
で
理
解
・
積
極
的
に
労
働
通
勤
と
学
生
運
動
と
の
あ
い
だ
の
橋
渡
し
を
努
め
つ
つ
そ
の
闘
い
に
参
加
し
た
全
国
組
織
が
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
で
あ
）
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
大
き
な
政
治
的
い
み
を
持
た
な
か
っ
た
こ
の
連
合
が
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
舞
台
で
重
要
な
役
割
を
担
う
704 
は一八八七年に。くりで誕生した「商工業職員組合」（の］己冨〔向日ロ一・］のの自○・日目のＨ８の〔」の］閂呂巨の三の）であり、カ
トリックの職員余ワィトヵラー）のみを対象とする閉鎖的な組織にすぎなかった。これが母体となって一九一九年
に
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
義
は
、
教
会
の
教
え
に
忠
実
な
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
あ
り
、
基
本
的
に
は
階
級
的
労
働
組
合
の
原
理
を
否
定
す
る
温
情
主
義
と
労
使
協
調
主
義
と
に
立
脚
し
て
い
た
と
い
え
る
。
一
九
六
四
年
以
降
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
を
名
乗
る
に
い
た
る
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
運
動
は
、
こ
う
し
て
一
九
世
紀
末
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
立
脚
す
る
閉
鎖
的
な
職
員
組
合
か
ら
、
今
日
の
自
主
管
理
社
会
主
義
を
標
傍
す
る
大
衆
型
労
働
組
合
へ
と
「
歩
み
」
つ
づ
け
、
「
進
化
」
を
と
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
先
の
メ
ー
ル
と
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
の
著
作
は
、
そ
の
歩
糸
の
特
質
を
つ
ぎ
の
よ
う
「極端にシェーマ化すれば、ＣＦＤＴの歴史は、二重の接木の歴史といえる。すなわち社会クリスチャーースムという古くか
（５） 
らの根一工のうえに、社会民主主義と革命的組合主義とが接木されたのである。このようにして形づくられた全体は、一見して
認
め
ら
れ
る
以
上
に
、
互
い
に
緊
密
に
結
び
つ
き
、
均
質
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
国
の
巨
大
な
政
治
、
社
会
総
体
の
包
摂
を
も
可
（６） 
能にしうる長い時間を経て、それらが同化していったからである。」
今日のＣＦＤＴにおける自主管理社会主義とは、社会クリスチャーースムの伝統のうえに、社会民主主義が、つい
で革命的組合主義が移植されることによって生まれた、というのである。ただその移植を可能にするには、社会
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ー
ス
ム
の
受
け
皿
そ
の
も
の
が
、
大
き
な
変
革
を
と
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。われわれはその変革を、後述のように、キリスト教民主主義の深化、としてとらえなおすことにしよう。
と
こ
ろ
で
周
知
の
よ
う
に
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
、
’
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
革
命
的
組
合
主
義
を
体
現
し
て
い
た
。
そしてその根元のうえに、二○年代からポルシェヴィスムが徐々に接木されることになった。以後一一一度にわたる分
裂を繰り返したのち、一九四七年以降になると、ポルシェヴィスムがはじめて支配的地位につぎ、革命的組合主義
に簡潔に総括している。
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の根は、放榔されてしまう。他方戦後ＣＧＴから脱退した労働者の力派（Ｆｇは、ブルジョア化の道を歩んでい
る。それゆえ革命的組合主義を発見し、ふたたびこれを甦えらせることになったＣＦＤＴは、彼らこそがフランス
（７） 
労働運動の豊かな伝統を体現している、と自負するのである。
いまやソ連、東欧における現代社会主義の破綻は明白であり、ホルシェヴィスム型社会主義にかわる、新たな社
会主義像を模索する試永が内外ですすめられている。自主管理社会主義がその一つの可能性を開示しつつあること
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
六
八
年
五
月
の
運
動
の
な
か
で
最
初
に
自
主
管
理
を
語
り
、
さ
ら
に
七
○
年
以
降
は
明
確
に
組
合
規
約
の
な
か
に
も
こ
れ
を
謡
い
あ
げ
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
自
主
管
理
社
会
主
義
の
可
能
性
を
精
力
的
に
探
っ
て
い
る
の
が
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
で
あ
る
。
七
一
年
に
は
新
生
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
）
が
生
れ
た
が
、
彼
ら
も
ま
た
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
に
な
ら
っ
て
、
七
四
年
以
降
自
主
管
理
社
会
主
義
を
党
綱
領
に
掲
げ
る
に
い
た
っ
た
。
い
ま
や
戦
線
は
拡
が
り
つ
つ
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
自
主
管
理
社
会
主
義
と
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
長
い
進
化
の
歩
糸
の
末
に
到
達
し
た
地
平
で
あ
る
。
こ
の
長
い
歴
史の歩みをふり返ることなしには、彼らの現在すすめている試承を深いところで理解することは不可能であろう。
われわれの課題はそこにある。
また今日、ポーランドに発生した自主労組「連帯」の新たな動きを注視するとき、われわれは社会主義国、さら
には資本主義国をも含めて、社会運動における個の確立とそれにかかわる宗教の持ついみとを、あらためて考えな
おす必要に迫られるであろう。こうした今日的課題からも、キリスト教民主主義の伝統に立つＣＦＤＴの歩みをた
ど
る
こ
と
は
、
何
が
し
か
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
果
す
役
割
は
、
先
に
あ
ふ
れ
た
よ
う
に
、
運
動
史
を
と
お
し
て
不
変
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
そ
れ
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
回
状
に
最
終
権
威
を
求
め
る
、
家
父
長
温
情
主
義
と
労
使
協
706 
調
主
義
と
を
基
本
原
理
に
す
る
、
反
動
色
の
強
い
も
の
で
あ
り
、
「
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
」
と
呼
ば
れ
た
。
だ
が
や
が
て
社
会
カ
ト
リ
、
、
、
シ
ス
ム
の
展
開
と
平
行
し
て
、
そ
れ
へ
の
強
固
な
抑
止
力
の
形
成
が
み
ら
れ
る
に
い
た
る
。
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
拠
っ
て
立
つ
反
動
性
を
規
制
し
、
か
つ
積
極
的
に
大
衆
型
階
級
的
労
働
組
合
運
動
の
よ
り
開
か
れ
た
原
理
の
確
立
を
め
ざ
す
動
き
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
深
化
と
呼
ん
だ
も
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
深
化
と
は
、
あ
る
特
定
の
理
論
が
自
己
展
開
を
と
げ
た
も
の
と
し
て
、
生
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
者
が
状
況
か
ら
強
い
ら
れ
た
困
難
な
課
題
を
、
一
つ
一
つ
闘
い
の
な
か
で
解
決
し
て
い
く
、
と
い
う
実
践
を
と
お
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
運
動
の
動
機
づ
け
を
な
す
信
仰
の
源
泉
を
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
や
そ
の
発
す
る
ｎ
状
と
い
う
外
的
権
威
に
よ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
原
理
の
な
か
に
求
め
る
こ
と
を
拒
否
し
、
信
仰
を
し
て
純
粋
に
佃
と
し
て
の
人
間
存
在
の
深
い
内
的
な
道
徳
規
範
の
発
露
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
決
意
を
い
み
す
る
。
（８） 
こ
の
決
意
を
非
宗
教
的
な
文
脈
で
語
る
と
ぎ
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
佃
の
確
立
を
い
み
す
る
。
そ
れ
は
「
み
ず
か
ら
を
、
建
設
す
る
」
た
え
ざ
る
努
力
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
労
働
組
合
と
は
、
こ
う
し
た
労
働
者
の
自
律
せ
る
個
に
よ
る
連
帯
の
組
織
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
労
働
運
動
の
政
党
か
ら
の
自
律
と
直
接
民
主
主
義
と
を
主
張
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
的
組
合
主
義
の
伝
統
が
、
六
八
年
以
降
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
深
化
の
過
程
の
必
然
的
な
帰
結
と
糸
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
過
程
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
も
う
一
つ
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注（１）国の『『の幻○ｍ目ぐ口一一・ＰＥＯ句□弓の二四一日。扉）曰（、同巷、茸》口ぐ『】｜‐日巴ご『『》で．ｂ，
（２）シロｅ『ｍのシロロ口の巨〆の芹］の四ｐｐｍロ○口》ロロ⑩］ロ臼田一】切目の』の（］でのごｏｐぐの回巨》旨（、向い、、且日日、ご囚Ｐで・弓。
（３）向已日。□三日『の①［］四２口の、】ロー一国ａ）旧ロ○田ご弓＆．』蔓Ｃミ＆毒員。Ｓ「⑰》で・旨．
（４）い□ｏ園ご弓．Ｏ○一一の＆・ロも○一罠ＰＰの」》向」⑪」のｍの巳一》ご『］》ご・］余。
（５）、］己冨－－，日の爪ぐ○一三○月目の．フランス以外で、いわゆるサンジカリズムと称されるものである。アナーキズムと社
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ＣＦＤＴ（フランス民主労働連合）の前身をなしたＣＦＴＣ（フランスキリスト教労働者連合）は、比較的新しい組合
で
あ
り
、
そ
の
創
立
は
一
九
一
九
年
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
そ
の
連
合
の
前
史
を
な
す
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
運
動
の誕生は、一九世紀末にまで遡ることができる。
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
組
合
の
形
成
一八七一年の．くり。コミューンの渦中で、カトリシスムを奉じる有産。指導者階級は力を失って破綻に瀕した
が
、
無
産
・
労
働
者
階
級
の
側
は
革
命
の
教
義
に
熱
烈
に
ひ
き
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
光
景
を
主
の
あ
た
り
に
し
た
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク勢力（］の：号・且巨の、の・・言×）は、、くり・コミューンの崩壊後ただちに、「キリスト教反革命」をめざし、労働者
にたいする影響力を強めることによってその革命化を阻止しようとする事業に乗り出した。中心的指導者はラトゥ
ール・ド．．〈ソ侯爵（冨働日日のＱの一四日・日』の勺目）とミュン伯爵（○・目の』の二目）であり、彼らは雑誌ロ』閏Ｃａ‐
（１） 
蔓・言Ｏミヨミ（量、を発行し、「労働者カトリック・サークル」（ｏｑｏ－の○口三ｍＨｏｇゲ・昌巨の）を設立した。そして家
父長温情主義（。〈テルナリスム）と同職組合主義（コルポラティスム）との原理に立脚した労使合同組合（の百口百〔目貫の）
会主義の諸潮流とが結合して成立した。拙稿「フランスにおける大衆型労働組合運動の展開」（『経済志林』四四巻三号、
一九七六年）六四’六七頁参照。
（６）両．三日Ｈの①［］・］■｝｝旨ａ》。、．、茸．、や仁。
（７）ＣＦＤＴの規約を参照。七四六’四七頁。
（８）旧ロＯ田ご弓》。、。。景己・旨切・ＣＦＤＴの前議長、シ己忌】の自切○口の言葉。
第
章
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
展
開
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「
わ
れ
わ
れ
が
望
む
こ
と
は
、
同
職
組
合
の
再
興
で
あ
る
。
か
つ
て
キ
リ
ス
ト
の
思
想
に
通
じ
て
い
た
同
職
組
合
は
、
労
働
者
の
職
業
的
宗
教
的
欲
求
を
承
た
し
、
労
働
を
容
易
に
し
、
貯
蓄
を
う
な
が
し
、
彼
ら
の
権
利
を
守
り
、
正
当
な
要
求
の
実
現
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
」
組
合
結
成
に
た
い
す
る
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
姿
勢
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
、
か
つ
て
職
人
が
依
拠
し
て
い
た
同
職
組
合
の
伝
統
を
評
価
し
て
そ
の
再
興
を
訴
え
る
、
と
い
う
過
去
回
帰
的
性
格
を
有
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
機
械
制
と
工
場
制
と
に
よ
る近代工業の発展につれ、工業労働者が次第に厚承を加えつつあり、彼らは悲惨な状態におかれていた。そしてこ
の
「
新
た
な
事
象
」
を
前
に
し
て
、
労
働
者
の
組
合
結
成
を
促
し
、
そ
れ
を
と
お
し
て
生
活
状
態
の
改
善
を
は
か
り
、
社
会
平
和
の
樹
立
を
す
す
め
る
、
と
い
う
現
状
に
対
応
し
た
改
良
的
立
場
を
も
し
め
し
て
い
る
。
ま
た
結
成
さ
る
べ
き
同
職
組
合
に
た
い
し
て
、
宗
教的価値の高揚と同時に物質的利益の擁護、という組合目標の二元性を求める姿勢も明示するものであった。要す
るに回状閃のミミミごＳ忌言とは、過去と現在とのあいだの、また精神と物質とのあいだの、それぞれ二元的な価
値
観
の
混
交
す
る
、
二
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
の
設
立
を
す
す
め
、
も
っ
て
社
会
平
和
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
組
合
の
結
成
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
奉
じ
社
会
問
題
に
関
心
を
払
う
上
流
貴
族
や
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、
ま
た
高
位
聖
職
者
な
ど
を
中
心
と
し
た
こ
う
し
た
社
会
カ
ト
リ
ッ
ク
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
よ
る
上
か
ら
の
労
使
合
同
組
合
結
成
の
流
れ
と
は
別
に
、
や
が
て
労
働
者
み
ず
か
ら
に
よ
る
下
か
ら
の
広
汎
な
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
れ
を
促
進
し
た
要
因
は
、
一
八
八
四
年
法
に
よ
っ
て
組
合
結
成
の
自
由
化
が
は
じ
め
て
公
認
さ
れ
た
こ
と
と
、
労
働
者
の
状
態
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
当
時
の
教
皇
レ
オ
ー
三
世
が
、
一
八
九
（２） 
一年に記のミミ言。ごミ＆言（新たな事象）と題する回状を発したこととである。
と
く
に
後
者
の
果
た
す
役
割
は
敢
要
で
あ
る
。
こ
の
時
以
降
回
状
は
、
展
開
さ
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
運
動
の
基
本
理
念
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
回
状
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義709 
われわれがカトリック系の、そして後にはキリスト教系の、労働組合運動における基本理念をなす、「社会カト
リシスム」ないしは「社会クリスチャーースム」というとぎ、それは、先にふた家父長温情主義と同職組合主義との
原理をいふするばかりでなく、この二つの一一元的価値観をも前提としているのである。
こ
う
し
て
ま
ず
一
八
八
五
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
各
地
で
組
合
結
成
の
動
き
が
強
ま
っ
た
。
組
合
の
公
認
に
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
た
ち
が
教
区
の
労
働
者
と
直
接
接
触
を
図
っ
て
組
合
結
成
を
助
け
た
事
実
も
、
こ
の
動
き
を
強
め
た
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
組
合
結
成
の
最
初
の
企
て
は
、
八
五
年
の
、
リ
ー
ル
近
郊
の
繊
維
の
町
、
ト
ゥ
ラ
ン
コ
ン
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
雇
主
側
の
激
し
い
敵
意
に
ぶ
つ
か
り
、
い
っ
た
ん
は
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
回
状
の
公
布
を
待
っ
て
、
九
二
年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
八
五
年
、
リ
ヨ
ン
で
は
絹
工
業
に
お
い
て
労
使
合
同
組
合
が
設
立
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
雇
主
を
排
除
し
て
職
員
組
合
に
な
る
。
さ
ら
に
八
六
年
に
は
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
で
飾
紐
組
合
が
生
れ
、
そ
の
外
交
員
と
．
く
り
駐
在
員
の
組
合
も
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
時
期
に
生
れ
た
小
規
模
の
組
合
は
、
労
使
合
同
組
合
が
中
心
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
雇
主
側
の
激
し
い
敵
意
に
ぶ
つ
か
り
、
し
ば
し
ば
苦
杯
を
嘗
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
九
一
年
に
回
状
が
発
せ
ら
れ
る
に
お
よ
び
、
教
会
に
よ
る
積
極
的
な
働きかけもあって雇主側の態度が大きく変化することになる。こうして北部、西部のカトリック勢力の強いところ
（３） 
で、組〈ロ設立がすすんだのである。
ＣＦＴＣの主たる起源をなすものは、一八八七年。くりにおいて設立された「商工業職員組合」（の百ｓ目」の⑳
同日□｝・『肝」屋ｏ・日日の『・の①庁已の言二口の三の）であるが、カトリックないしキリスト教》が名称には調われていなかった
事実は、やや意外である。この組合の創設者は修道士のイエロン（司島の因百・口）であり、彼はキリスト教学校で教
鞭を執っていたため、卒業生を対象とする職業紹介の組織化に取り組んでいた。そして何よりも正当なる賃銀と正
しい労働条件とを確保する必要がある。こうして、サン・ブノワ・ラブル教会の竪信会の会員を組織し、組合の誕
７１０ 
組
合
の
目
的
は
以
下
の
四
点
に
調
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
カ
ト
リ
ッ
ク
職
員
間
の
統
一
、
②
彼
ら
に
精
神
的
支
援
を
与
え
る
、
③
カ
ト
リ
ッ
ク
系
企
業
に
就
職
し
う
る
限
り
で
、
彼
ら
を
援
助
す
る
、
④
講
演
会
、
講
習
会
等
、
彼
ら
の
欲
求
を
ふ
た
し
、
か
つ
（５） 
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
す
べ
て
の
事
を
組
織
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
組
ム
ロ
は
な
に
よ
り
も
相
互
救
済
組
織
で
あ
り
、
職
業
紹
介
所
で
あ
り
、
教
育
サ
ー
ク
ル
で
あ
り
、
ま
た
時
に
共
同
購
入
グ
ル
ー
プ
の
機
能
を
も
果
し
た
が
、
当
時
フ
ラ
ン
ス
労
働
運動の中心をなしたＣＧＴ（労働総連合）のようには抵抗組織になりえなかったといわねばならない。
組
合
加
入
資
格
は
、
①
職
員
で
あ
り
、
②
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
う
え
に
倍
仰
厚
き
評
判
が
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
③
規
約
に
（６） 
従い、④組合員二名の紹介と聖職者よりなる「顧問会議」（○・・ｍ巴｝）の承認が必要、であった。加入資格はこのよ
う
に
き
わ
め
て
厳
格
な
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
現
場
労
働
者
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）
の
加
入
を
許
さ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
職
員
層
（
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
）
の
糸
で
組
合
を
鵬
成
し
た
点
に
注
目
し
て
よ
い
。
こ
う
し
た
規
定
は
偶
然
の
結
果
で
は
な
い
。
「
よ
り
静
か
で
慎
重
な
」
職
員
（７） 
が
、
み
ず
か
ら
を
労
働
者
と
区
別
し
て
「
一
線
を
画
し
」
、
彼
ら
と
「
一
緒
に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
概
し
て
加
入
規
準
が
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
を
対
象
と
し
た
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
は
大
き
な
相
異
が
あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
、
反
政
治、反法律、反軍国主義と並んで、反聖職者（四二‐官陣『の）を基本的なイデオロギとして掲げており、蝋実上信者
の
加
入
は
排
除
さ
れ
て
い
た
点
を
も
、
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
一八九○年発刊のＳＥＣＩ機関誌に掲載された組合の綱領は、「われわれは、組合が各人にとって雇用の安全と
（８） 
家
庭
内
の
く
つ
ろ
ぎ
、
社
会
的
地
位
の
昇
進
の
手
段
と
な
る
こ
と
を
望
む
」
と
調
っ
て
い
た
。
創設時の組合員数はわずか一七名にすぎなかったが、その後ただちに一二○名に増大し、さらに一八九三年には（９） 
五○○名、九六年には一、○五八名を数えるにいたり、当時のフランス職員組合中最大の組合員を擁したのである。
（４） 
生
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
義が、組合財討
蝕助をおしま僅
剛対、労働者一
管主
の
代
表
を
出
、
自脱○量ミ（息「の１
州織し、一一○
鋤甸田口ｏの）を廷
綱を結果した，
ｕ
黄
色
組
合
」
－
１
 
棚の高い労働も
鮒ている・だホ
ー」刻展を印した。
ンラ
た
の
で
あ
る
。
フ１
他
方
カ
ト
叩
１
 
７
「
他方カトリック労働運動の側は、ＣＧＴの反教権主義、反愛国主義に反発して反社会主義の立場を採ったとはい
（皿）
え、同時に政府や雇主との間には明確な一線を引き、終始独立の姿勢を崩さなかった。このため労使関係は厳しい
ところでこうしたカトリック組合の発展とは別に、いわゆる「黄色組合」（の百」冨二山目、組合の標識としてエニシ
ダの花束を用いたことに由来する）と呼ばれる御用組合がビエトリー（国のご）の指導の下に、一八九九年クルーゾで
（Ⅲ） 
設立された。労働運動の発展に、とりわけ革命的組〈ロ主義を奉ずろＣＧＴのめざましい伸張に脅威を感じた一雇主
（ｕ） 
が、組〈口財政を丸抱えするといった強力なテコ入れにより作りあげたものである。カトリック勢力も時にこれに援
助
を
お
し
ま
な
か
っ
た
。
こ
の
運
動
の
理
念
は
、
①
社
会
主
義
に
対
す
る
闘
争
、
②
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
使
用
制
限
、
③
国
家
の
独
占
反
対、労働者の株式所有、利潤分配、④能力会議所（○冨日耳の』のＯ：皀威）を設置し、職能、同職組合、宗教などから
の代表を出し、経済的社会的性格をもった立法を討議する、というものであった。一九○一年には機関誌（》ロミミ
○量ミミ高を発行し、また．くりに独立の労働取引所（地域同盟）を設置した。一九○二年には自称一一一一七組合を組
織し、一一○一、七四五名の加入者を数え、一九○四年には、「フランス黄色組合連盟」（句匙５９口ｇｏの】四目の⑫□の
可『目・の）を結成した。そして一九○七年の最盛期には八六二組合、一一一七五、○○○名というきわめて多数の組合員
を
結
果
し
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
六
○
○
万
を
数
え
て
い
た
。
黄色組合は、その設立の経緯と運動の理念からふても、一雇用者との密接な関係があきらかであり、とりわけ意識
の高い労働者から激しい憎悪の目を向けられた。そして現在においても、黄色組合とは「裏切り」の代名詞となっ
て
い
る
。
だ
が
雇
主
と
反
動
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
の
積
極
的
な
テ
コ
入
れ
の
お
か
げ
で
急
激
な
拡
大
が
可
能
と
な
り
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
印
し
た
。
彼
ら
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
青
年
組
織
や
労
働
組
合
組
織
に
対
し
て
は
と
り
わ
け
激
し
い
浸
透
、
介
入
工
作
を
お
こ
な
っ
712 
状
況
に
お
か
れ
、
ま
た
信
仰
厚
き
職
員
層
を
中
心
と
し
た
組
合
の
閉
鎖
的
エ
リ
ー
ト
的
体
質
が
災
を
し
て
、
現
場
労
働
者
の
あ
い
だ
で
は急速な拡大は望めず、その反面黄色組合の激しい浸透攻勢を前に、反ＣＧＴの信者労働者に対してさえも有効な
手を打てず、結局黄色組合の発展を許さざるをえなかったのである。
だが、ＣＧＴや黄色組合に比べればまことに取るに足らぬ勢力にとどまっていたとはいえ、カトリック労働運動
の側でも、それなりに組織拡大の努力がおこなわれなかったわけではない。一八九九年には、。くりにおける最初の
現場労働者のカトリック労働組合が、金属、衣服、書籍（印刷・製本）の三部門で設立され、またリヨンではいく
（、）
つ
か
の
婦
人
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
も
一
九
○
二
年
に
は
規
約
の
改
正
を
お
こ
な
い
、
加
盟
資
格
を
た
ん
に
「
明
白
な
る
力
（ｕ） 
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
る
こ
と
」
を
要
求
す
る
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
し
て
加
入
者
数
は
一
、
七
五
二
名
を
数
え
た
。
さ
ら
に
一
九
○
三
年
（巧）
には、一二の労働組合代表よりなるカトリック労組の組合間大会が開催されるにいたる。
黄色組合運動は、一九○七年の頂点をむかえたあと、指導者のピエトリーが代議士となり、勺日感勺Ｈ・ロ凶①豆を
（応）
結成して政治運動に乗り出すにおよび、内部紛争が深まり、ついには一九○八年に雲散霧消してしまった。こうし
て右からの攻勢を回避することのできたカトリック労働運動は、それ以後ゆるやかながら独自な地歩を固めていく
ことが可能になったといえる。そして一九二年の労使調停委員の選挙に際しては、ＳＥｃＩの書記長シャルル・
（Ⅳ） 
ヴィァンネが、ＣＧＴ候補を七一八対四一二で破って委員に選ばれるにいたった。この事実は、カトリック労働組
合がフランス労働界において、すでに一定の地歩を占めえたことを雄弁に物語るものである。そして一九一二年に
は、創立二五周年を迎え、加盟者七、○○○名、。くり四九支部、地方一○支部、友好組合一五、という堂をたる成
果を誇った。その大会の席で、「フランスカトリック組合連盟」（司匙野呂・口司日口っ巴吻の』のｍの］＆宮厨○口岳・旦巨のの）の
結
成
が
宜
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
全
国
的
規
模
で
の
連
盟
組
織
が
は
じ
め
て
旗
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
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カトリック労働運動の歩糸は、一九一四’一八年の第一次世界大戦によって中断されたが、終戦後再開され、大
きな飛躍をとげることになった。
一九一四年以前に、すでにカトリック労働運動の主要な担い手に成長していた婦人労働組合が、総連合創出のイ
（四）
ニシアティブを執って、一九一九年「フランスキリスト教労働者連盟」（ＣＦＴＣ）が設立された。加盟者は一挙に
一五万人を数え、その最大の構成組合は当然のことながら職員連盟（四万一一一、○○○名）であり、ついで鉄道員（三
万六、五○○名）、繊維労働者（一万四八○○名）となり、さらに鉱山（一万名）、金属（八、○○○名）などの労働者
がつづいた。地域的な偏りが激しく、北、西部の伝統的にカトリックの強い地方と、アルザス・ロレーヌ地方とに
（別）
集
中
し
て
お
り
、
大
都
市
の
工
業
地
帯
に
は
進
出
し
き
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
普
仏
戦
争
後
ド
イ
ツ
領
に
入
れ
ら
れ
、
第
一
次
大
戦
後
に
フ
ラ
ン
ス
領
に
復
帰
し
た
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
強
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
組
合
が
多
く
、
こ
の
た
め
、
創
立
大
会
で
は
、
宗
派の多元化（巨閂８口｛の邑・：｜」の日の）が議論の中心となったことである。それはカトリックの規準を改め、プロテスト
タ
ン
ト
に
た
い
し
て
も
ま
た
組
合
の
門
戸
を
開
く
か
否
か
、
で
あ
る
。
激
し
い
論
戦
の
す
え
、
結
果
カ
ト
リ
ッ
ク
の
旗
を
改
め
、
キ
リ
（皿）
スト教の名称を掲げることを決定した。この決定は同時に宗教色を薄めることをもいふした。なぜならフランスに
お
い
て
は
ク
レ
チ
ャ
ヱ
「
キ
リ
ス
ト
教
の
」
と
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
あ
い
で
使
わ
れ
る
よ
う
な
明
確
な
名
辞
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
の
精
神
的
立
場
を
し
め
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
や
北
部
の
先
進
的
組
合
（旧）
る。だがこれに対するカトリック聖職者の敵意Ｊも激しく、フランス司教によるローマへの訴えが提出された。他方
カトリック現場労働者は、なお孤立した困難な闘いをつづけざるをえなかったのである。
Ｃ
Ｆ
Ｐ
ｃ
の
設
立
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表明されている。
便宗教的名称を避け、「独立組合」、そしてときに「職業組合」を名乗っていた。いずれにせよこの新名称の採用
と
い
え
ど
も
実
質
的
に
は
、
職
員
組
合
結
成
以
来
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
理
念
が
な
お
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
を
強
固
に
支
配
し
つ
づけている現実を、大きく変えることはなかったのである。
翌一九二○年に採択されたＣＦＴＣの規約第一条には、回状冗国、量ミミごＳ忌言が基本原理である旨、はっきり
（犯）
と躯われている。
「連合は、回状記ミミ琶菖・目§言において規定された社会教義の行動のなかで着想をえたいと欲する。
連
合
は
、
祖
国
の
繁
栄
に
必
要
な
社
会
平
和
と
、
こ
の
平
和
の
不
可
欠
な
基
盤
を
な
す
職
業
組
織
が
、
キ
リ
ス
ト
の
正
義
と
愛
に
よ
る
諸
原
理
に
よってのみ実現されうると考える。」
つ
い
で
生
産
に
お
け
る
人
間
的
価
値
の
発
現
を
望
糸
、
現
実
を
批
判
し
、
さ
ら
に
生
産
と
分
配
と
の
変
革
を
主
張
し
て
い
る
。
「
連
合
は
、
人
間
が
生
産
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
同
時
に
目
的
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
生
産
諸
条
件
が
、
個
人
、
社
会
、
家
族
の
次
元
に
お
け
る
人
間
の
物
質
的
、
知
的
、
道
徳
的
諸
欲
求
を
正
し
く
ゑ
た
す
こ
と
に
よ
り
、
人
間
個
性
の
正
常
なる発展をはかりうることが、重要である。
連
合
は
、
生
産
の
現
実
諸
条
件
が
こ
の
目
的
を
十
分
に
は
実
現
し
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
生
産
諸
力
の
よ
り
よ
い
使
用
と
、
生
産
に
貢献する諸要素間でのより公平な生産成果の分配を保証しうる諸変革を追求することが、必要だと考える。」
その変革の実現手段としては、階級闘争を否定し、労使協調路線を主張する。ここに社会カトリシスムの原理が
「
連
合
は
、
こ
の
変
革
の
実
現
が
、
階
級
闘
争
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
と
権
利
と
が
保
証
さ
れ
た
労
使
合
同
組
織
に
結
び
つ
い
て
い
る
、
相
異
っ
た
集
団
に
そ
れ
ぞ
れ
結
集
し
た
、
生
産
者
諸
要
素
の
教
育
と
協
調
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
連合は、政治、経済上の、そして全国的、国際的な諸組織をつうじてのあらゆる合法的手段を用いて、その正当な要求の達
成を追求しようと欲する……」
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ところで一九一九年には、このＣＦＴＣが中心となって、、くりにおいて「キリスト教組合国際連合」（○・口産？
§一・口言の日昌・亘の』のいの］＆冨厨０百陣言い）が成立したが、その規約をふると、協調主義の立場がより鮮明に理解
それはともかく、階級闘争を放棄した以上、紛争の解決手段はもっぱら団体交渉に拠らざるをえない。先の規約
にみた「労使それぞれの独立と権利とが保証された労使合同組織」がこれにたいする制度的保障機関たりうるはず
（別）
で
あ
る
。
一
九
二
○
年
大
会
で
は
、
こ
の
規
定
の
細
目
が
以
下
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
た
。
「さまざまな生産諸要素間に生じるすべての紛争を回避するもっとも実際的な方法は、組合による合同委員会の創設である。
それは単位連盟や総連合の段階で、利害関係の諸組織からの代表によって構成され、そこにおいて、十全な独立した立場で労
働に関する協約が討議され、締結される。」
「この労使合同委員会は、さらに、その影響範囲を一般化し拡大することによって、地区、地域、全国における、組織され
た職業の真の代表機関となりうる。」
その他、労働協約の適応範囲、工場規則の規定、労働協約から生じるすべての困難の解決、技術や衛生上の組織
化と企業内の労働密度に関する意見具申などについての要求も幾度となく表明されていた。
このような合同委員会設置の要求は、ＣＧＴの主張する労働者統制（８口：］の。口三日）に近いものであるといえ
ることがわかる。
（羽）
で姿こる。「わ
が
組
合
活
動
の
窮
極
は
、
企
業
に
お
け
る
資
本
と
労
働
と
の
平
和
的
な
協
調
の
原
理
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
が
も
た
ら
す
利
潤
を
公平に分配することである……。わがキリスト教組合の理想は友愛によっており、わが経済的構想は、階級協調と生産協力と
を要請している。このために、われわれは階級闘争に立脚する教義には永久に組ふしたくない……。」
こ
の
き
わ
め
て
露
骨
な
協
調
主
義
宣
言
に
比
べ
れ
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
規
約
の
ほ
う
が
、
な
お
屈
折
し
よ
り
内
面
的
な
表
現
を
採
っ
て
い
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労使協調路線の極端な形は、組合員ゑずからが株式を購入して株主となり、生産増大と利益の分配のために協調
することである。たとえ取締役会に代表を出すことは不可能であるにせよ、株主総会に出席して協調の実をあげよ
う、というわけである。たとえば．くりⅡオルレアン線の鉄道員組合は、貯蓄金庫を設け、その集めた金で会社の株
式を購入した。同様にノール線の組合も株を手に入れ、一九一一三年の株主総会に代表を出席させてつぎのような発
（妬）
言を試永式）せた。
る。だが階級闘二
わざるをえない。
「われわれが熱烈に望象、かつそのためにあらゆる努力を惜まないこの協調は、われわれの考えに従えば、それに献身しよ
うとしているすべてのものに役立ちうるにちがいない……。諸氏にとっても役立ちうる、取締役、株主諸君。よりよい経営、
より高い生産性を可能にし、それによってより大きな利潤とより高い配当とを与えることができるのである。われわれ、職業
組合の組合員にとっても、役立ちうる。なぜなら、われわれは会社の経営が上手く行くことに二重の利害があるからである。
まず第一に経営の年間特別手当を分ちあうものとしてであり、第二に、株主としてである。そして、それゆえに、きわめて利
益の高い配当を得たいと望んでいるのである。」
だがこうしたあまりに和解的にすぎた発言は、何ら具体的な返答を得ることはなかった。一九三四年、同じ会社
の株主総会に出た労働組合代表は、彼らが賃銀についても、退職についても一切会社からの相談にあずからないと
の不満を表明した後、つぎのように悲劇的な結論を下さざるをえなかった。
「生産にたずさわるすべての要素のあいだでの協調をすすめることは不可能だ、との認識こそが、鉄道員のあいだにますま
す蔓延していく精神状態なのであり、それをとどめることはますます困難になっている。」
さて、一九一一一一一年になると、労働問題に対する第一一の回状Ｃ冒尋摂冨言・昌菖。（第四年）が教皇ピオ一一世に
だ
が
階
級
闘
争
を
否
定
し
、
争
議
と
い
う
実
力
に
よ
る
圧
力
行
使
の
裏
打
ち
を
持
て
な
い
以
上
、
そ
れ
は
似
て
非
な
る
も
の
と
い
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公益の優先と職業の組織化という新たな装いをこらされた社会カトリシスムは、やがてヴィシー政権の労働政策
の基調をなすにいたり、一九四一年の労働憲章に結実する。それは労働組合の全組織に解散を命じ、新たに単一、
強
制
の
性
格
を
も
っ
た
全
国
的
な
職
業
連
盟
に
組
織
し
な
お
す
こ
と
を
い
み
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ヴ
ァ
チ
カ
ン
が
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
体
制
の
確
立
の
た
め
に
、
積
極
的
に
理
論
を
提
供
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
ピ
オ
ニ
世
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
、
そ
し
て
共
産
主
義
ら
の
全
体
主
義
を
断
罪
し
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
組
織
と
し
て
一
九
二
一
一
年
「
ア
ク
シ
オ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
」
（
シ
＆
・
ロ
○三・一】Ｐこの）を創設している。だが階級対立についての明確な視点を欠いていた協調主義に立つ社会カトリシスム
は
、
ヴ
ィ
シ
ー
体
制
の
お
こ
な
っ
た
「
古
代
的
」
な
暴
挙
に
対
し
て
、
結
局
ず
る
ず
る
と
あ
い
ま
い
な
和
解
的
態
度
を
し
め
す
こ
と
に
終始せざるをえなかった、といわねばならない。
注（１）○の。温の庁｛『目・》旧のミミ：ミミ②宣言（“・忌二・円ミ豊鳶惠菖冨倉の、巴ｓら・巨①。
（２）ご亘・も．Ｅ一因・□のｍ８Ｂｂｍ》國巨・昌巨の」の］“○局目○・》旨ごＱＳ日・己・皇・も□・口、’四ＰＧ・マルチネ、熊田享
訳『七つの国の労働運動』（岩波新書）、一九八○年、下巻三○頁。
と
う
て
い
言
い
難
い
。 （妬）
よって発せられた。これは職業の組織化と、「経済帝国主義」の危機に関するヴァチカンの見解をはっきりと表明
するものであった。回状の教えは二つに分けられる。第一は、「職業の利益に優先権を与えつつ、職業の恩恵とそ
の
成
員
の
恩
恵
と
を
確
保
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
第
二
は
「
国
民
の
利
益
に
供
さ
る
べ
き
活
動
を
お
こ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
正
しく規制された協調により、国の共益のために労働すること」である。ここには「階級に対する職業の優越性」と
「職業上の関心事における、国の共益の優越性」とが表明されている。三○年代に恐慌とファシズムの時代を迎え
その危機のざなかに出されたにしては、回状はあまりに時代離れてしている。「新たな事象」に応えるものとは、
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（３）伊島目。》。、・三・．弓・臣『ｌ】ＰＣ図日言芦・己・畳・も．』Ｐ］の目‐□三の｝肉・旨：』》旧図ご員言爵§写§・己＠ｓ
目・『①１コ。
（４）□の、日日□⑪〕Ｃｅ・ロ迂・、己・巴．
（５）閂宣旦．、己．、』。
（６）閂冨只
（７）Ｆ畠目⑪。、．三・．巷・ロＣｌ巴．
（８）□の切目日己、》。、．、茸・・で・巴．
（９）閂宜＆
（、）黄色組合については、門の四目。》。、．三・・、、．Ｓ『ｌ』ロ・
（ｕ）「最初の設立の費用はすべて済んだ。われわれはビタ一文金を出す必要はない。すべてこの善良なるフランス人と大工
業家が寄付してくれたからだ」というのが指道王宮の一一一一口葉である。Ｏのｍ日日己切》８．三・・℃・眉・
（辺）幻の『ロロロｇｏ、．○茸・巨己・「の．
（皿）□のの８日で、）＆・三・・℃・田。とくに婦人現場労働者は、ほとんどがカトリック組合に組織され、労使合同組合の比率，も
高
か
つ
た
。
Ｃ
Ｇ
Ｔ
が
主
と
し
て
伝
統
的
な
職
人
労
働
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
女
工
の
参
入
に
よ
り
職
場
が
お
び
や
か
さ
れ
、
賃
銀
切下げが生じる危険を感じて、概して婦人労働者には敵対的態度をとったためでもあろう。之【目の‐国の｝：。Ｎ望一ヶの品‐
出ｏ８ｐ閏」》、言（三の言ＱＲｍ冒己日雰言⑮§、「§：．ご易『ロロ・田山’四全を参照。
（皿）□の⑩日日肩》。》・ａ（・・□・田・
（狙）Ｇ・ルフラン、谷川稔訳『フランス労働組合運動史』（文庫クセジュ）、一九七四年、七○頁。
（咽）Ｃの印８日己、》○ｓ・ａ（・》で・曙・
（Ⅳ）ルフラン、前掲書、七○頁。のちにＣＦＴＣの書記長となる、職員組合の副書記Ｇ・テシエはこう書いている。「われ
われは箪命的組合主義の伝説を懐しはじめたのである。われわれは、ＣＧＴの独占が不可侵のものではないということ、
キリスト教精神にのっとった、しんぼう強い建設的な労働組合活動にもしかるべき場所があるのだ、ということを証明し
た。」
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Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ス
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
連
合
）
は
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
職
員
層
を
対
象
と
す
る
閉
鎖
的
な
エ
リ
ー
ト
組
合
の
性
格
を
有
し
た
。
そ
し
て
家
父
長
温
情
主
義
と
労
使
協
調
路
線
と
を
主
軸
と
す
る
反
動
的
色
彩
の
強
い
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
立
脚
し
て
い
た
。
こ
の
閉
鎖
性
と
反
階
級
性
と
を
内
か
ら
つ
き
崩
し
、
宗
教
色
を
脱
し
、
現
場
労
働
者
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
広
く
開
か
れ
た
大
衆
型
階
級
組
合
へ
脱
皮
を
は
か
ろ
う
と
す
る
動
き
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
創
立
以
来
そ
の
運
動
の
底
流
に
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
展
開
に
対
抗
す
る
抑
止
力
と
し
て
形
成
さ
れ
た
傾
向
を
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
深
化
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
闘
争
を
と
お
し
て
の
抑
止
力
の
創
出
だ
が
そ
の
深
化
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
展
開
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
は
、
あ
る
い
は
ま
た
、
の
ち
に
戦
後
（邪）□の、日日富》○、．○茸．ご己・画①
（記）円亘＆．、己．「、
（、）□の、８日□、》ｇ・ａ（・・弓・国「ｌ星》向・巨巳『の①【］・］巳一国且。、．＆（・・己・産・
（犯）門口Ｃ国〕目Ｃ、．＆＆・・己己．⑰①ｌ田・
（羽）宛の百四己》Ｃｓ・ａ岸．．ｂ己・ゴー『の．
（型）写亘・・弓．ごＩの○・
（
別
）
同
書
、
七
（肥）□の、日日己、》。》・向勲．ご己。いい．
（⑲）ルフラン、前掲書、七一頁。
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キ
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ト
教
民
主
主
義
の
深
化
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長
期
に
わ
た
り
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
議
長
の
任
に
あ
っ
た
ジ
ル
ネ
ル
ド
（
Ｎ
言
三
ｓ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
の
教
義
に
は
一
一
重
の
性
格
（１） 
があると指摘する。すなわち「一つは精神的かつ厳格な性格であり、社会的観点からみた組合活動の一般的姿勢を
定
め
る
た
め
に
、
教
会
か
ら
与
え
ら
れ
た
教
え
に
組
合
が
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
さ
す
」
と
、
ま
ず
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
仁
帰
さ
る
べ
き
原理を挙げる。ついで「もう一つは、経済的政治的性格であり、日常の諸問題たいして適用され、かつその刻々変
化する事態の追跡に供さるべきものであり、変化に富んで多様な規範や概念を、明確にするものである」とする。
そ
し
て
「
こ
の
点
か
ら
ゑ
て
、
ま
た
当
然
守
る
べ
き
教
義
上
の
拘
束
に
た
い
し
て
は
慎
重
な
態
度
を
と
り
つ
つ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
運
動
は
、
目
的
と
手
段
と
に
お
い
て
自
由
で
あ
り
つ
づ
け
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
に
は
、
い
わ
ば
建
前
な
い
し
は
原
理
と
し
て
の
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
確
固
と
し
て
あ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
日
常
的利益擁護のために、現実の状況のなかでますます多様かつ変化に富んだ対応を可能にする、経済的社会的実践の
自
由
が
、
本
来
共
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
訴
え
る
こ
と
を
極
力
回
避
し
、
で
き
う
る
限
り
調
停・和解の努力を払うよう一貫して主張していたことは事実であったにせよ、産業の集中による労使紛争が激化す
るにつれ、後者の状況被規定的性格が、前者の建て前規定的性格を次第に圧倒していき、階級的労働運動への脱皮
を
可
能
に
す
る
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
ヘ
の
抑
止
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
ＣＦＴＣは、創立後ただちに激しい労働争議の波に見舞われた。一九一九’二○年の銀行スト、二○年（一一一五日間）、
における社会主義の接木がそうであったようには、ある特定理論の自己展開として説くことはできない。むしろつ
きつけられた状況に杭して、労働者がゑずからの利益を守り、将来を展望する闘争を闘かうなかで、みずからの伝
統的基盤の自己否定をすすめ、新たな視点を獲得していった、というべきであろう。それゆえなによりも状況に規
定された実践の営為なのである。
義この激しい一連の闘争
駐者連合の会長がキリスト
剛が家族手当支給の法定化
蝋他の労働団体と結合して
自雌体へと拡大したのであつ（４） 
〃り組んでいたからである
剛い批判が浴せられた。一一（５） 
綱を非難したものであった
い一一一○年代に入っても、
柵県における繊維、三三年
鮒よびサンシャモンにおけ
にス
こ
う
し
た
労
働
争
議
へ
の
ンラ
に
一
定
の
影
響
力
を
獲
得
す
う721 
一一一○年代に入っても、ストライキの波は止切れることなくつづいた。一九一一二年、一一一一一一年のノール県とイゼール
県における繊維、一一一三年のストラスブールと一一一五年のナントにおける建設、三五年のトリト。サン。レジェールお
（６） 
（７） 
よびサンシャモンにおける金属（ここではカトリック組〈ロが指導し統一ストを闘った）などで大規模な争議がふられた。
こ
う
し
た
労
働
争
議
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
次
第
に
職
員
組
合
中
心
の
枠
を
越
え
て
現
場
労
働
者
の
あ
い
だ
に一定の影響力を獲得するにいたる。一九一一四’二五年以降、技能養成（｛・円曰畳・ロ）の講習会の組織化を開始し
（８） 
（のちにそれは労働師範学校の８－の口・『曰四一の・属三口のと呼ばれる恒常的な労働者教育施設となる）、産業の集中と合理化とに
直面した現場労働者の具体的問題への対応を模索しはじめる。これまで「精神的省察」（『堅塁・口目・日］の）に覆われ、
一一一年（八○日間）の北部の長期繊維スト、一一四年のサン・テチェンヌの金属工スト、そして二五年にはふたたび
長
期
の
銀
行
ス
ト
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
建
設
や
製
靴
な
ど
で
も
労
働
争
議
が
多
発
し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
労
（２） 
組員が積極的な役割を演じ、他の組合と連帯して組〈ロカルテルの結成をふた例もある。
こ
の
激
し
い
一
連
の
闘
争
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
経
営
者
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
一
九
二
四
年
、
ノ
ー
ル
県
ル
ー
ペ
の
繊
維
経
営
者
連
合
の
会
長
が
キ
リ
ス
ト
教
繊
維
組
合
非
難
の
告
訴
状
を
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
提
出
す
る
に
い
た
る
。
や
が
て
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
二
四
年
大
会
が
家
族
手
当
支
給
の
法
定
化
を
決
議
す
る
や
、
経
営
者
連
合
は
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
他
の
労
働
団
体
と
結
合
し
て
社
会
主
義
の
実
現
を
企
て
て
い
る
と
断
じ
、
先
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
へ
の
訴
え
を
繊
維
組
合
か
ら
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
全
（３） 
体
へ
と
拡
大
し
た
の
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
当
時
家
族
を
社
会
の
基
本
細
胞
と
糸
な
し
、
そ
の
保
護
立
法
の
実
現
に
、
積
極
的
に
取
（４） 
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
は
五
ヵ
年
に
及
ぶ
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
間
反
動
勢
力
か
ら
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
向
け
て
激
し
い
批
判
が
浴
せ
ら
れ
た
。
二
九
年
に
与
え
ら
れ
た
解
答
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
立
場
を
基
本
的
に
は
認
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
行
き
過
ぎ
（５） 
を非難したものであった。
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積極的に顧承られることのなかった、このように具体的な「経済的省察」（『堅塁・ロの８口・己Ｐ目）が、次第に姿を
現わしつつあったことをいみしよう。さらに一九二年にはキリスト教青年労働者同盟（］の目のｍｍｏＥ三円の○旨三の目の）
が
結
成
さ
れ
、
当
初
そ
の
な
か
に
は
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
影
響
を
受
け
入
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
闘
争
の
拡
大
と
と
も
に
、
次
第
に
（９） 
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
加
入
す
る
も
の
が
増
大
し
、
現
場
青
年
労
働
者
の
若
い
血
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
北
部
、
西
部
な
ど
の
後
進
的
で
宗
教
意
識
の
強
い
地
方
を
地
盤
と
し
て
お
り
、
人
口
の
密
集
す
る
工
業
化
さ
れ
た
大
都
市
で
は
そ
の
影
響
力
を
十
分
伸
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
。
が
、
こ
こ
に
ふ
た
労
働
争
議
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通
じ
て
、
大
都
市
工
場
労
働
者
へ
の
浸
透
も
徐
々
に
進
ん
だ
と
い
え
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
左
派
知
識
人
に
よ
る
理
論
的
営
為
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
ヘ
の
抑
止
力
と
し
て
深
化
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
は
、
明
確
に
理
論
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
ゑ
た
よ
う
な
状
況
へ
の
対
応
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
だ
が
こ
の
自
然
発
生
的
な
二
○
年
代
の
闘
争
が
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
、
よ
り
目
的
意
識
的
な
運
動
へ
と
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
三
○
年
代
半
ば
に
明
確
な
形
で
姿
を現わすにいたった、カトリック左派の知識人による理論活動の影響を無視するわけにはいかない。それは一九三
二年、エマニエル・ムニエ（向日三の一三・口日の円）らが創刊した雑誌「エスプリ』に集まったグループである。彼らは
現
実
に
生
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
に
鋭
い
分
析
を
加
え
、
ま
た
新
ら
し
い
思
想
の
紹
介
や
検
討
を
精
力
的
に
展
開
し
た
の
で
あ
（、）
ところでフーフンスにおける真のいみでの知識人の誕生は、バトレフィス事件に帰される。一八九八年、エミール・
ゾラが、「わたしは弾劾する」を新聞『オロール』（塵ミミ、に発表して以来、「国家利益」に押潰されようとする
一
人
の
人
間
の
正
義
と
真
実
の
擁
護
に
立
ち
あ
が
る
、
と
い
う
き
わ
め
て
実
践
的
な
課
題
が
、
否
応
な
く
知
識
人
の
前
に
つ
き
つ
け
ら
る
。
723フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
家
権
力
の
問
題
が
、
は
じ
め
て
切
実
な
現
実
性
を
帯
び
て
立
ち
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ド
レ
フ
ィ
ス
事
件
へ
の
姿
勢
を
め
ぐ
っ
て
知
識
人
は
分
極
化
し
、
一
方
で
は
国
家
の
安
全
を
神
聖
視
し
、
国
粋
主
義
、
反
知
性
主
義
へ
と
向
う
流
れ
が
生
れ
た
。
こ
の
潮
流
は
や
が
て
民
族
主
義
的
青
年
層
と
カ
ト
リ
ッ
ク
界
と
を
と
ら
え
、
シ
ャ
ル
ル
・
モ
ラ
ス
を
指
導
者
と
す
る
ア
ク
シ
オ
ン
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
な
ど
の
右
翼
民
族
主
義
運
動
を
生
糸
出
す
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
は
国
家
に
対
す
る
批
判
的
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
道
徳
と
人
間
的
価
値
と
の
擁
護
を
原
理
と
す
る
普
遍
主
義
の
立
場
に
立
つ
知
識
人
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
の
対
立
す
る
基本橘造は戦間期においても変らないが、第一次大戦をついに阻止しえなかった、という痛苦にゑちた現実を前に
普
遍
主
義
の
理
想
は
崩
壊
し
、
そ
の
結
果
民
族
主
義
者
が
力
を
得
る
に
い
た
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
新
た
な
脅
威
が
普
偏
主
義
者
を
と
ら
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
の
成
功
に
つ
づ
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
波
が
押
寄
せ
、
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
あ
い
だ
に
も
共
産
党
の
影
響
力
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
こうした状況におかれていた一九一一一○年代初頭の左派カトリック知識人は、三つの危機に直面した。それは第一
に
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
内
部
に
お
い
て
伝
統
的
組
合
主
義
者
と
共
産
主
義
者
と
の
あ
い
だ
の
内
部
対
立
が
深
ま
り
、
つ
い
に
一
九
一
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
史
上
前
例
の
な
い
分
裂
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
む
か
え
、
以
後
労
働
運
動
の
分
断
状
況
が
固
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
一
一
に
、
戦
争
と
、
さ
ら
に
は
恐
慌
と
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
社
会
秩
序
が
倒
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
い
ま
だ
幅
（、）
広
い
国
民
的
基
盤
を
見
い
出
し
膳
え
て
い
な
い
、
カ
ト
リ
ッ
ク
界
の
無
力
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
反
動
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
エ
ス
プ
リ
』
は
、
こ
の
三
重
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
「
知
識
人
が
あ
る
種
の
道
徳
的
規
範
を
演
じ
、
社
会
に
（⑫） 
おける独自の機能をみずからに与えている国にして、はじめて考筐えられる」ものであったといわれる。
二
ス
プ
リ
」
に
寄
稿
し
た
知
識
人
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
奉
じ
る
も
の
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
と
り
あ
げ
ら
れ
た
主
題
も
、
思
想
的
、
精
神
的
な
課
題
に
限
定
さ
れ
ず
、
激
し
く
揺
れ
動
く
国
際
情
勢
や
政
治
状
況
、
ま
た
社
会
、
労
働
の
諸
問
題
を
も
積
極
的
に
論
じ
、
多
724 
この危機に直面したムニエは、とくに一九三四、一一一五年以降、ブルジョア・リベラリスムに立脚する個人主義を
（⑬） 
弾罪し、同時に返す刀で集団的圧制をひきおこす全体主義をも否定する立場をとった。そして未来社会へ向う第三
の道を構想し、それを繰り返し主張したのである。第一一一の道とは、彼が個性主義共同体革命（吋臼・］畳・ロロ；・目冒の
円
８
日
目
目
目
巨
『
①
）
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
主
義
と
全
体
主
義
と
に
よ
っ
て
消
し
去
ら
れ
ゆ
く
、
個
的
人
間
に
お
け
る
自
律
の
復
権
を
探
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
保
障
す
る
条
件
は
、
個
と
佃
と
の
あ
い
だ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
交
換
とを確保することであり、そしてそれを制度化した社会こそが「コミューーオと（信仰共同体）なのであった。建設
さるべき共同体は、個人の否定から生れるのではなく、それとは逆に、「諸個人よりなる一つの個体」（ご；・目の」の
己の『の。目の、）となるべきはずのものである。そしてこのあるべき共同体を実現する個性主義共同体革命は、政治段階
での「多元主義国家」（崗貫ｂ一日皇の【の）と、経済・社会段階での「個にまで分権化された経済」（｝】の８口・目の最Ｑ２’
５］】…官且筐四℃の円の。目の）との確立という形で定式化されることになる。
ニ
ス
プ
リ
』
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
哲
学
的
選
択
を
政
治
の
言
葉
を
用
い
て
明
確
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
深
め
う
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
思
想
の
流
れ
を
、
注
意
深
く
待
ち
伏
せ
た
。
そ
の
網
に
か
か
っ
た
も
の
が
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
祖
プ
ル
ー
ド
ン
で
あ
り
、
そ
（ｕ） 
れと並んでベルギーの社会民主主義者アンリ・ド・マン（国のご回垈の三目）なのである。ド・マンはドイツの学校で
学んだ後、一九一四年以前まではマルクス主義者であったが、戦時下にベルギーの中立が侵害されたことから、修
正主義の立場に身をおくにいたった。そして一九一一六年、『マルクス主義を越えて』』震‐量９畳』昏三②言のを発
表し、「通俗（そして支配的）マルクス主義」を批判し、革命はその物質的側面にとどまらず精神的側面をも理解さ
れねばならない、と主張した。ついで一九一一一一一一年『社会主義思想」の：ミミ時＆円号のを著し、これがやがてムーー
くの特集を組んだ。
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エ
を
魅
了
す
る
。
こ
の
著
作
は
、
思
想
の
復
位
を
説
き
、
そ
し
て
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
構
造
改
革
の
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ム
一
三
は
こ
う
し
た
改
革
プ
ラ
ン
の
提
示
こ
そ
が
、
「
因
果
関
係
の
虜
」
に
お
ち
い
り
、
つ
い
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
ま
で
引
き
寄
せ
さ
れ
か
ね
な
い
労
働
運
動
に
た
い
し
て
、
変
革
の
動
因
を
与
え
、
さ
ら
に
は
そ
れ
が
改
革
か
蜂
起
か
の
不
毛
な
対
立
を
止
揚
し
う
る手段たりうる、と考えたからである。こうして一九一一一四年に、『エスプリ」誌上で、ド・マンのプランとそれに
対す議論が次々と発表されることになった。
そ
の
一
連
の
改
革
プ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
で
、
ド
・
マ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
紹
介
者
を
つ
と
め
た
、
ア
ン
ド
レ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
シ
己
３
℃
三
５
）
は
、
ま
た
一
つ
の
重
要
な
論
点
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
中
産
階
級
と
の
同
盟
の
問
題
で
あ
る
。
社
会
党
の
正
統
派
ゲ
ー
デ
ィ
ス
ト
的
解
釈
に
し
た
が
え
ば
、
産
業
の
集
中
と
と
も
に
旧
中
産
階
級
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
、
労
働
者
階
級
が
不
断
に
増
大
す
る
。
や
が
て
彼
ら
が
多
数
派
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
と
ぎ
、
社
会
主
義
は
権
力
を
平
和
裡
に
獲
得
す
る
、
と
さ
れ
る
。
だ
が
先
進
工
業
国
に
お
い
て
さ
え
も
、
労
働
者
階
級
は
増
大
す
る
ど
こ
ろ
か
、
停
滞
な
い
し
減
少
さ
え
す
る
傾
向
が
あ
り
、
か
え
っ
て
前
資
本
主義的プチ・ブルジョワの解体にともなって、新中産階級がそこから利益をえているのである。したがって何より
もこの中産階級との同盟なくしては、社会主義の実現は不可能であろう。そして構造改革プランこそが、この同盟
実
現
の
武
器
に
他
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
いつぽう、ジャン・ラクロワ（］の目巨ｑ・頁）は、改革プランに体質的に含まれる、「国家管理」（蜑房曰の）へと
向かう危険性に警鐘を鳴らした。社会主義実現のために、マルクス主義者は国家権力強化の必要性を力説するが、
それとは逆に、「国家管理的官僚主義」（盲§口３房目の①目寓の）による権力の濫用をいかに規制するかがむしろ問
われねばならない。その抜本的解決をはかることなしには、安易な計画化の導入は危険である、と。ラクロワは、
この危険性をチェックするために、プルードンの分権主義を再発見するよう訴えた。そして革命が何よりも精神的
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起した。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
つ
う
じ
て
、
「
ド
・
マ
ン
の
計
画
化
思
想
に
よ
っ
て
修
正
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た
プ
ル
ー
ド
ン
の
伝
統
を
甦
ら
せ
る
」
、
、
、
》」とが、彼らに共通のイデオロギー基盤となった。そして『エスプリ」は、上からの経済の組織化および計画化（と
く
に
信
用
機
関
の
国
有
化
）
と
、
下
か
ら
の
労
働
民
主
主
義
の
樹
立
と
、
そ
れ
を
し
て
労
働
運
動
の
原
動
力
た
ら
し
め
る
こ
と
、
と
が
労
働
者
解
放
の
た
め
に
必
須
な
二
条
件
で
あ
る
、
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
と
全
体
主
義
と
を
と
も
に
拒
否
し
つ
つ
、
「
個
性
主
義
共
同
体
革
命
」
を
模
索
す
る
、
左
派
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
理
論
的
営
為
が
、
階
級
的
労
働
運
動
に
脱
皮
を
と
げ
よ
う
と
努
め
て
い
る
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
実
践
の
場
に
、
ふ
た
た
び
投
げ
返
え
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
深
化
に
大
き
な
力
を
与
え
る
。
一
九
三
五
年
に
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
な
ら
ん
で
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
も
経
済
恐
慌
に
立
ち
向
う
た
め
の
経
済
改
革
に
か
ん
す
る
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
こ
れ
は
ド
・
マ
ン
が
提
示
し
た
構
造
改
革
プ
ラ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
に
摂
（脂）
収
さ
れ
た
一
つ
の
成
果
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
さ
て
一
九
三
六
年
の
人
民
戦
線
成
立
後
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
工
場
占
拠
さ
え
辞
さ
な
い
、
怒
涛
の
よ
う
な
激
し
い
労
働
争
議
が
全
国
に
荒
れ
狂
っ
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
狙
う
ゼ
ネ
ス
ト
戦
術
を
み
と
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
工
場
占
拠
ス
ト
に
対しては好意的な態度を示すことはなく、時には敵意さえあらわにした地方（フランシュ・コンテ）もふられた。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
占
拠
闘
争
参
加
者
へ
の
非
難
の
誘
い
に
対
し
て
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
っ
た
ぽ
か
り
か
、
労
働
者
の
要
求
に
は
十
（肥）
分
な
理
由
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
に
明
確
な
支
持
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
一
九
三
六
年
は
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
観
の
変
遷
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き
転
換
点
を
な
す
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
収
さ
れ
た
一
つ
の
成
果
階
級
的
視
点
の
獲
得
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ド
・
マ
ン
の
主
張
は
、
す
で
に
一
世
紀
前
に
プ
ル
ー
ド
ン
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
事
実
に
、
注
意
を
喚
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つぎに消極面とは、ＣＧＴ統一による強大な全国組織の再生と、左翼政治勢力の結集による人民戦線政府の誕生
とが、第一次大戦以降フランス労働運動を特徴づけてきた多元主義を脅す効果を持つにいたった点である。この結
この工場占拠ストの波は、労働運動のいちじるしい活性化をもたらした。一二年に共産党を支持する少数派と伝
統的労働組合主義に拠る多数派とに分裂し、停滞の淵に沈んでいたＣＧＴは、すでに三六年三月に合併を実現し、
加盟者数一○○万名を数えていた。そして五月の嵐が訪れるや、主として民間の未組織労働者が大量に流入したた
めに、一挙に二五○万名に膨れあがり、さらに同年末には五○○万名にまで達することになり、ようやく第一次大戦
（Ⅳ） 
以前の規模を回復し陰えた。このＣＧＴの破竹の進撃を前に、ＣＦＴＣは組織防衛につとめ、活動家の粘り強い努力
とカトリック界の側面援助とによりこれを乗り切ったばかりか、ＣＧＴに匹敵する割合で加盟者数の増大を実現
（旧）
し、年末には五○万名を突破する勢にあった。一一一六年六月、争議の調停のために政府と組合間に結ばれたマティニ
ョン協定には、ＣＦＴＣの参加は認められなかったものの、ＣＦＴＣがもはや無視できぬ全国組織に成長をとげた
こ
と
は
、
だ
れ
の
目
に
も
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
この一一一六年の活性化には、ＣＦＤＴにとって積極面と消極面との二重の側面がある。まず積極面である。力トリ
（四）
ヅク一門年同盟に属する青年労働者が、ほとんど例外なくＣＦＴＣを選択し、それへの加入を望んだ事実からくる。
彼らが信者であるにもかかわらず、これまでしばしばＣＧＴをその帰属対象に選んでいた経緯を思い起すと、青年
現場労働者のあいだでＣＦＤＴの評価が飛躍的に高まったことを印象づけるものである。闘争のなかから生れた新
しい活動家の登場は、たんにＣＦＴＣの行動力を飛躍的に高めることになったばかりではない。より重要な点は、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
な
か
に
大
量
の
青
年
現
場
労
働
者
の
意
識
が
持
ち
込
ま
れ
、
古
い
革
袋
に
新
し
い
酒
が
盛
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
事
実
に
あ
る
◎ 
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第
二
は
、
右
翼
か
ら
の
厳
し
い
攻
勢
を
う
け
て
、
多
元
主
義
や
政
党
か
ら
の
独
立
の
擁
護
ど
こ
ろ
か
、
労
働
運
動
そ
の
も
の
の
存
在
さ
え
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
一
歩
踏
承
込
ん
で
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
と
の
統
一
行
動
が
、
さ
ら
に
は
左
翼
政
党
と
の
連
帯
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
果
労
働
者
の
政
治
的
選
択
の
幅
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
労
働
運
動
の
政
党
か
ら
の
自
律
が
危
く
さ
れ
か
ね
な
い
状
況
が
生
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
高
揚
期
に
か
な
り
大
量
の
労
働
者
が
Ｃ
Ｇ
Ｔ
を
離
れ
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
に
流
入
し
て
き
た
事
実
か
ら
も
う
（卯）
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
が
閉
鎖
的
協
調
的
な
性
格
を
脱
皮
し
、
大
衆
的
階
級
的
旗
印
を
い
っ
そ
う
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
労
働
者
階
級
の
期
待
に
応
え
う
る
組
織
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
労
働
運
動
の
多
元
主
義
を
守
り
、
政
党
か
ら
の
独
立
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
の
課
題
は
、
迫
り
く
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
暗
雲
が
立
ち
こ
め
る
と
と
も
に
背
後
に
退
き
、
ふ
た
た
び
果
た
さ
る
べ
き
課
題
と
し
て
戦
後
あ
ら
た
め
て
登
場
す
る
ま
で
、
そ
れ
へ
の
取
組
ゑ
そ
れ
は
一
一
重
の
い
ゑ
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
は
、
多
元
主
義
を
脅
か
す
条
件
が
消
え
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
危
機
を
め
ぐ
っ
て
ふ
た
た
び
Ｃ
Ｇ
Ｔ
内
の
左
右
の
対
立
が
深
ま
り
、
さ
ら
に
三
九
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
を
決
定
的
な
契
機
と
し
て
、
左
派
は
除
名
さ
れ
、
脱
退
し
た
。
ダ
ラ
デ
ィ
エ
内
閣
が
共
産
党
を
非
合
法
化
し
た
た
め
に
、
彼
ら
は
地
下
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｇ
Ｔ
指
導
部
内
の
激
し
い
内
紛
は
、
加
盟
者
を
ま
た
た
く
間
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
一
一
一
八
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
敗
北
が
こ
れ
を
加
速
し
、
つ
い
に
三
九
年
の
大
戦
前
夜
に
は
、
一
○
○
万
名
を
割
（皿）
り、三六年初頭の水準にふたたび蕗込んでしまった。こうしてＣＧＴは力を失い、ブルム政権もまた一一一八年に破れ
て
野
に
下
り
、
皮
肉
な
こ
と
に
左
翼
の
弱
体
化
が
か
え
っ
て
多
元
主
義
と
労
働
運
動
独
立
へ
の
脅
威
を
取
り
除
く
こ
と
に
結
果
し
た
の
が
先
に
延
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
である。
729フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
（幻）
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
（犯）
労働運動の危機をやや詳しくゑておこう。ドイーッに敗れた後、一九四○年ペタンが国家主席の地位につぎ、司
法、立法、行政の全権を握り、議会を無期停会として成立したヴィシー体制は、「自由、平等、友愛」にかえて「労
働、家族、国家」を標語とし、いわゆる「国民革命」を標傍していた。そしてＣＧＴ、ＣＦＴＣらの労働組合と雇
主組合の解散を命じ、翌一九四一年には労働憲章を公布した。それは、労使合同の職業連合組織を創出する。その
基本となる単位組合は、単一にして強制的な同職組合とし、同時にストライキやロックアウトを禁止する、という
内容のものであった。要するに労働組合運動の自律の全面的否定に他ならない。
労働側の反撃は、四○年の組合解散命令直後に発せられた「一一一人宣言」で開始された。この宣言の署名者に
は、九名のＣＧＴ代表に伍してＣＦＴＣの議長ジルネルド（Ｎ言亘」）、書記長テシエ（曰の、、】の『）、副書記ブラドゥ
（因・口一己・ロ）の三名が加わっていた。宣言は「フランス労働組合運動の諸原理」と題され、翌年労働憲章として公布
さ
れ
る
諸
傾
向
に
対
置
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
に
共
通
の
六
つ
の
原
理
を
あ
き
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
内
容
は
すなわちフランスの労働組合は、
「
Ａ
反
資
本
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
よ
り
一
般
的
に
は
、
労
働
者
に
た
い
す
る
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
形
態
に
反
対
す
る
。
…
…
資
本
主
義
体
制
は
、
集
団
に
奉
仕
す
る
誘
導
経
済
体
制
に
よ
り
引
き
継
が
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
企
業
は
国
家
の
管
理
と
技
術
者
組
合
、
労
働
者
組
合
の
援助とをうけて、生産計画の一般的目標を達成するよう、管理されねばならない．…：。
Ｂ個別的利益を一般的利益に服従させなければならない。
Ｃ
国
家
の
中
に
、
ま
さ
に
ゑ
ず
か
ら
の
場
を
、
し
か
も
た
ん
に
一
つ
の
場
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
労
働
組
合
が
国
家
を
吸
収
す
る
ことはできない、またそれに吸収されることも不可能である。労働組合は．…・・、もっぱら生産の利益を擁護する、という経済
的
社
会
的
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
は
、
あ
ら
ゆ
る
現
存
利
益
の
最
高
調
停
者
の
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
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Ｄ
人
種
、
宗
教
、
思
想
に
一
切
か
か
わ
り
な
く
、
人
格
の
尊
重
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｅ
集
団
的
活
動
の
行
使
に
お
い
て
も
、
ま
た
構
成
員
各
員
の
個
人
的
自
由
の
行
使
に
お
い
て
も
、
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
組
合
の
自
由
に
は
…
…
ゑ
ず
か
ら
の
選
ん
だ
組
合
組
織
に
加
盟
し
、
他
の
い
か
な
る
組
織
に
も
加
わ
ら
な
い
権
利
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ｆ
労
働
者
と
人
民
の
国
際
協
調
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
と
も
に
こ
の
宣
言
に
署
名
し
た
歴
史
的
意
義
は
き
わ
め
て
高
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
資
本
主
義
批
判
が
、
従
来
そ
の
悪
弊
、
濫
用
の
断
罪
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
宣
言
に
お
い
て
は
、
明
確
な
反
資
本
主
義
の
（皿）
立場を打ち出した点にある。ＣＦＴＣにとって、最初の、公式の場での、反資本主義宣一一一戸である。つぎに、資本主
（邪）
義
に
替
る
べ
き
体
制
を
、
集
団
的
管
理
経
済
と
い
う
明
確
な
未
来
像
と
し
て
一
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
と
の
宣
言
と
い
う
形
を
と
っ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
反
資
本
主
義
と
集
団
的
管
理
経
済
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
調
主
義
を
清
算
し
、
階
級
的
立
場
を
採
る
方
向
に
、
大
き
な
一
歩
を
踏
承
出
し
た
の
で
あ
る
。
（妬）
また同時に、組合選択の自由を、すなわち組〈口多一兀主義の原理を、ＣＧＴに認めさせた点も重要である。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
が
こ
う
し
た
明
確
な
態
度
を
打
ち
出
し
え
た
理
由
は
、
す
で
に
ふ
た
一
一
○
年
代
三
○
年
代
の
長
期
に
わ
た
る
闘
争
の
蓄
積
に
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
同
時
に
ペ
タ
ー
ー
ズ
ム
を
前
に
し
て
教
会
位
階
制
の
終
始
し
た
あ
い
ま
い
で
和
解
的
態
度
と
、
予
想
さ
れ
た
労
働
（”） 
憲章の極端な「古代性」とによってもたらされた、状況の所産に帰される面も少なくない。四○年の宣一一一戸はこうし
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
教
会
に
対
す
る
独
立
を
も
、
鮮
明
に
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
フ
ァ
シ
ス
ト
体
制
が
強
ま
る
に
つ
れ
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
多
く
の
活
動
家
が
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
身
を
投
じ
た
。
彼
ら
は
「
北
部
解
放」（臣ず町昌・ロ三・ａ）や「南部解放」（臣ず臼昌・口の己）の運動に参加し、とくに南部地方においては、ＣＧＴの活
動家とともに「フランス労働運動」（三・冒の曰の貝○口三の『旬日ご国の）に加わった。ロンドンの自由フランス政府に赴（躯）
いたものもいる。そして書記長テシエは、国民抵抗評議会（○・口吻の】］三豊・目一』の一ｍ宛のの厨国口・の）の議長に就任した。
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レ
ジ
ス
タ
ン
ス
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
家
は
Ｃ
Ｇ
Ｔ
や
共
産
党
、
社
会
党
を
は
じ
め
、
他
の
多
く
の
組
織
の
仲
間とふれあい、「神を信じているものも、信じていないものも」、共通の目標に向かって共に命を賭して闘った。悲劇
（”） 
的
な
状
況
の
下
で
の
直
接
的
な
人
間
の
同
士
心
の
深
い
結
び
つ
き
が
、
彼
ら
ミ
リ
タ
ン
を
「
攪
絆
」
し
、
彼
ら
が
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
影
響
し
あ
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
嵐
の
な
か
で
、
大
量
に
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
隊
列
に
加
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
青
年
同
盟
出
身
の
現
場
労
働
者
と
、
彼
ら
を
含
め
て
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
共
に
闘
っ
た
若
き
献
身
的
な
ミ
リ
タ
ン
た
ち
が
、
戦
後
の
新
し
い
任
務
を
担
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
運
動
の
誕
生
以
来
、
そ
の
基
本
原
理
を
な
し
て
い
た
、
反
動
的
色
彩
の
色
濃
い
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
（
な
い
し
社
会
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ヌ
ム
）
の
原
理
は
、
ゑ
ず
か
ら
の
展
開
の
な
か
か
ら
そ
れ
へ
の
抑
止
力
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
生
み
出
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
は
一
一
○
年
代
の
初
期
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
か
ら
出
発
し
、
三
○
年
代
半
ば
の
左
派
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
に
よ
る
理
論
的
営
為
に
よ
っ
て
深
い
刺
激
を
う
け
、
さ
ら
に
は
人
民
戦
線
、
ヴ
ィ
シ
ー
体
制
、
そ
し
て
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
つ
づ
く
、
厳
し
い
状
況
へ
の
対
応
の
な
か
で
そ
の
階
級
的
視
点
が
鍛
え
あ
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
深
化
こ
そ
が
、
戦
後
の
二
度
に
わ
た
る
社
会
民
主
主
義
と
革
命
的
組
合
主
義
と
の
接
木
を
う
け
入
れ
る
、
深
く
大
地
に
張
っ
た
根
と
な
る
で
あ
る
う
◎ 
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義
一
九
四
五
年
の
解
放
後
、
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
第
一
に
、
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
笠の残津が一掃され、戦前期に鍛えあげられたキリスト教民主主義がその運動の伝統を担うことになった事実であ
社理る。その結果第二に、組合運動のあらゆる面にわたる非宗教化にまで進糸、もはやキリスト教の枠組を越え、明確
管駐な社会主義建設の課題をゑずからに課するにいたった。第三に、この課題が、とりわけ戦後の冷戦体制の激化のな
雌かで提起されたために、キリスト教民主主義の伝統をふまえつつ、反資本主義反全体主義の、新たな社会主義像の
州模索が要請されることになる。そしてそのことと関連して第四に、とりわけＣＧＴが共産党の圧倒的な影響下に置
鰯かれる、というフランス労働運動史上まったく新たな事態を迎えて、人民戦線の時期に提起された、労働運動の多
洲元主義と政党からの独立の課題が、緊張感をともないつつふたたび前面にあらわれるにいたったのである。そして
ｕ最後に、戦前期のキリスト教民主主義の深化が、何よりも状況被規定的な実践的営為として展開された事実に比較
棚して、これら戦後の新しい環境が、当初から明確な理論的な方向性をもった、少数の活動家グループによる、目的
げお
意
識
的
な
変
革
の
努
力
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
にス
「
再
囲
ご
グ
ル
ー
プ
の
変
革
運
動
ン一フこの意識的な変革の担い手は、一九四六年に結成された理論研究グループ「再興」（宛の８口の目・陣・ロ）に集まる青
フ３年活動家集団であった。彼らを中核とする左派グルー。フは当初組合内ではきわめて少数にとどまっていたため、「少
３
 
７数派」（冨口・『扉）と呼ばれた。その後次第に影響力を強め、ついにはＣＦＴＣ（フランスキリスト教労働者連合）か
第
三
章
社
会
民
主
主
義
の
接
木
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「再興」の指導的地位にあったのは教員組合（ＳＧＥＮ）のポール・ヴィニョーである。彼はソルポソヌの哲学教
授であり、早くからニスプリ」に寄稿していた。ヴィシー体制下にはアメリカに亡命し、アメリカ自動車労連と
接触し、ニューディールの実態にふれてきた。彼をはじめ、教員組合に所属する知識人の参加がめだった事実に注
（３） 
目しておいてよい。しかもその他の部門の青年労働者とい』えども、ＣＦＴＣの職員組合的伝統をうけついで、大学
や専門学校での高等教育を受けた幹部層に属するものが多かった。「再興」の特質は、この知識人と青年労働者と
の結びつきにあり、三○年代の『エスプリ』に依拠したカトリック知識人の理論的営為と、人民戦線とレジスタン
ス下の青年労働者の新たな闘争の蓄積とが結合された点にある、といってよい。
彼らは決して「鉄の少数派」ではなく、研究会や会報を通じて互いに意見を交換したが、大会や全国評議会の場
でかならずしも一枚岩の統一行動をとったわけではない。大会においては、各人がそれぞれ代表する個別組織の委
任に従わねばならなかったからでもある。レーニン主義的な「拠点工作」（口・］目冨の）の戦術を用いる分派形成を拒
否した、彼らの開かれた行動様式のおかげで、陰湿な分派抗争をまじえることなく、あたかも「水を得た魚のごと
（４） 
く」に、次第に影響力を伸していくことができたといってよい。
ら
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
ラ
ラ
ン
ス
民
主
労
働
連
合
）
へ
の
発
展
を
な
し
と
げ
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
指
導
部
を
完
全
に
掌
握
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
「
再
復
」
の
中
心
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
闘
っ
た
青
年
労
働
者
で
あ
り
、
の
ち
に
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
書
記
長
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
議
長
を
歴
任
す
る
に
いたるウジェーヌ・デカン（因品目のＣｏｍ８Ｂ己の）の金属、現ＣＦＤＴ書記長のエドモン・メール（臣日・己宮島の）の
化学、電力、建設、鉄道、郵政などの各労連に属するものや、ロワール、ロワール・アトランティーク、．くりなど
（１） 
の各地方の同盟組織に属する労働者がいた。ＣＦＤＴがすでに大工業労働者をとら』えていたことを雄弁に物語って
（２） 
いる。
735フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
第
二
に
、
右
と
関
連
し
て
、
経
済
、
社
会
の
世
界
に
ま
っ
た
く
新
た
な
形
で
の
接
近
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
支
配的な社会キリスト教的思考は、行動における動機づけの価値を評価する。だが「再興」はこうした主観主義に対
して、経済的社会的現実を出発点として、そこから行動を尊ぶべきだと主張した。敵対者が批判したようには、完
全なマルクス主義者の語り口を用いたわけではないが、現実に対する歴史的かつ経済的な客観主義の分析方法は、
あきらかにマルクスがおこなった仕方に近い。
第三に、社会主義を導入したことである。それを純理論的な社会主義論として展開したわけではなく、労働組合
の行動に取り入れやすい形での実践的社会主義である。レーーーンよりはイギリス労働党のネオ・フェビァーーストの
グロスマンやベヴァンヘの言及が多く承られた。また経済計画についても積極的な関心を示した。この結果ＣＦＴ
Ｃとフランス社会主義左翼とのあいだの最初の架橋が成る。とりわけマンデス・フランスとの親しい交流が承られた。
「
再
興
」
の
活
動
の
中
心
は
、
機
関
誌
の
発
行
で
あ
り
、
最
初
は
タ
イ
プ
印
刷
で
月
一
回
、
後
に
活
版
印
刷
で
月
二
回
と
な
っ
た
。
（５） 
主
筆
に
は
ヴ
ィ
ニ
ョ
ー
が
あ
た
り
、
多
く
の
大
学
人
や
組
合
活
動
家
、
経
済
学
者
ら
が
、
外
部
か
ら
も
自
由
に
寄
稿
し
た
。
こ
の
「
再
（６） 
興
」
が
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
組
合
活
動
家
に
与
垈
え
た
影
響
を
、
Ｅ
・
メ
ー
ル
と
Ｊ
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ル
は
つ
ぎ
の
五
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
関
心
を
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
地
平
を
越
え
た
、
よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
を
回
避
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
組
合
運
動
や
政
治
に
か
か
わ
る
自
覚
的
な
宗
教
者
の
意
識
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
論
稿
も少なくなかった。だがむしろＣＦＴＣの「非宗教化」（愚８口庁いい〕・目四一一吻四［】・口）や、人民共和派運動（三・口ぐの曰のご〔
」の⑫宛８ｇ『豆百ｍ勺・ロ色一目の⑩》南部レジスタンスで活躍したカトリック民主主義者が結成した政党であり、没落した右翼中道派
に替って保守派の支持を大量に集め、共産党に次ぐ大政党となった）に対するイデオロギー的「非囲い込み化」（」の切目・一口ぐの’
日
の
ｇ
に
力
点
が
置
か
れ
た
。
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第四に、複雑な軌跡をたどりつつも、また間接的な表現ながらも、スターリーーズム全体主義を拒否したことであ
る。冷戦下に、当時の執行部に逆らって、一方でＣＧＴとのあいだの職業的かつ産業連盟段階での行動の統一を支
持
し
た
が
、
他
方
で
政
治
的
か
つ
全
国
連
合
段
階
で
の
統
一
行
動
は
、
執
行
部
と
一
致
し
て
、
反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
や
他
の
諸
政
党
と
積
極
的
な
統
一
行
動
を
組
織
し
た
が
、
こ
れ
が
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ー
唯
一
の
例
外
で
あ
っ
た
。
第
五
に
、
こ
う
し
た
反
全
体
主
義
の
方
向
は
、
労
働
者
階
級
に
よ
る
組
合
の
力
を
再
興
せ
ん
と
す
る
意
志
に
、
平
行
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
戦
後
の
分
裂
か
ら
生
れ
た
労
働
者
の
力
派
（
Ｆ
ｇ
は
ま
す
ま
す
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
し
、
他
方
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
ア
ミ
ァ
ン
憲
章
（
一
九
○
六年に革命的組合主義を明確化した鋼領）から身を離し、ますますレーーーンに近づいていく。したがって行動の統一は
必要だが、同時に共産主義者と明確に対決しつつ、フランス労働運動の大いなる伝統を再興させねばならない。’
九五六年、ヴィーーョーはアミアン憲章についての長大な研究を発表し、また少数派はしばしばフェルナン．、ヘルー
ティエ（同の日四目勺の一一・三図『革命的組合主義の理論的実践的指導者）を引用したりした。レ・カヌー（リヨンの絹織女工の
革命歌）やインターナショナル（’九世紀末にリールの繊維労働者が作った）を好んで歌ったりしたのも、この同じ意
志の自然な発露なのであった。
さて一九四六年に「再興」が結成されて以来、彼ら少数派が遭遇した抵抗は、人民共和派運動（ＭＰＲ）の政治
潮流、教会との関係を堅持していこうとする社会カトリック勢力（議長テシェを先頭とする）、そして組合内部の古く
（７） 
からの社会学的基盤をなす、職員層（ホワイトカラー）的環境との三方から同時に生じた。改革をめざす少数派に対
抗してＣＦＴＣ内の多数派を形成していたしのたちは、多かれ少なかれこの三つの要素と関係を有し、その一一一要素
の重なりあい、結びついたものが彼らの共通の基盤をなしていたのである。
義
て
し
犬
瓶
Ｅ
に
と
》
銭だが少数派は、レジ
剛ない，ものたちに対し
管主
る
こ
と
な
く
、
共
産
中
｛曰艇Ｔを階級的大衆型労
刎少数派がとり組ん
醐向づけ、③組合構造
Ⅷ政治的自律の確立
い
少
数
派
が
最
初
に
め
棚た労働組合運勅を確
げお
ヨ
ア
、
保
守
カ
ト
リ
ッ
にス
期
的
に
は
戦
後
共
産
党
ンラ腹
な
関
係
に
あ
る
一
一
元
フ737 
少
数
派
が
最
初
に
め
ざ
し
た
し
の
は
、
組
合
の
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
政
治
的
支
配
を
排
除
し
、
政
党
組
織
か
ら
完
全
に
自
律
し
（ｕ） 
た労働組〈口運勅を碓立することである。そしてそれは一一つの方向をとらざるをえなかった。すなわち一方でブルジ
ョ
ア
、
保
守
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
よ
り
な
る
人
民
共
和
派
運
動
（
Ｍ
Ｒ
Ｐ
）
か
ら
の
自
律
が
当
面
の
中
心
課
題
と
な
っ
た
が
、
他
方
で
長
期
的
に
は
戦
後
共
産
党
の
「
伝
導
ベ
ル
ト
」
と
化
し
た
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
抜
き
難
い
権
威
主
義
、
徹
底
し
た
政
治
主
義
、
そ
し
て
そ
れ
と
の
裏
腹
な
関
係
に
あ
る
一
元
的
な
経
済
主
義
と
闘
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
、
、
、
政
治
的
独
立
を
め
ざ
す
少
数
派
の
試
永
は
、
早
く
も
四
六
年
に
原
則
上
の
勝
利
を
収
め
た
。
戦
前
の
苦
い
経
験
が
、
組
合
員
の
記
憶
に
新
し
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
こ
の
年
の
全
国
委
員
会
の
場
に
お
い
て
、
全
体
主
義
的
な
組
織
と
の
合
併
の
拒
否
と
政
治
権
力
こ
の
多
数
派
と
少
数
派
と
の
あ
い
だ
の
労
働
組
合
運
動
に
対
す
る
見
方
は
、
大
き
く
異
っ
て
い
た
。
多
数
派
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か
共
産主義かの牢乎とした二元論にとじこもり、旧弊な社会カトリシスムをなお指導原理として墨守せんと努める指導
（８） 
部と、その背後にあって急激な変化を望まず、古からの職員意識にひたりきった屯の一一一口わぬ組合員大衆とから成っ
（９） 
ていた。彼らにとってはキリスト教労働運動自体が自己目的化されており、多一元主義はその、氷久の要件であった。
だ
が
少
数
派
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
な
か
で
鍛
え
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
を
深
化
さ
せ
、
現
場
労
働
者
や
ま
た
信
仰
を
共
有
し
な
い
屯
の
た
ち
に
対
し
て
も
、
ず
っ
と
開
か
れ
た
感
覚
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
そ
の
も
の
を
自
己
目
的
化
す
（、）
る
こ
と
な
く
、
共
産
主
義
の
枠
外
で
、
労
働
者
階
級
の
希
望
に
応
え
る
決
意
を
固
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
少
数
派
は
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
を
階
級
的
大
衆
型
労
働
運
動
に
脱
皮
さ
せ
る
方
向
を
め
ざ
し
た
。
少
数
派
が
と
り
組
ん
だ
改
革
は
、
以
下
の
三
つ
の
目
標
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
①
政
治
的
自
律
の
確
立
、
②
教
義
の
方
向
づ
け
、
③
組
合
構
造
の
変
革
、
の
三
つ
で
あ
る
。
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か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
政
党
と
組
合
と
の
二
重
帰
属
の
非
両
立
性
（
旨
８
日
ご
昌
三
尉
（、）
」の⑫日目量、己・言ｐ白のいの斤吻目」宮口⑩）の原理が全会一致で決定されることである。つづいて開かれた大会において
（田）
も、少数派の提案になるこの一一重帰属の非両立性は四、○○六票対一、一一二五票という大差で採択された。政党か
ら
の
自
律
を
最
大
の
原
理
と
し
た
革
命
的
組
合
主
義
の
時
代
の
Ｃ
Ｇ
Ｔ
も
、
一
九
○
六
年
の
ア
ミ
ァ
ン
憲
章
に
お
い
て
、
「
連
合
加
盟
（ｕ） 
組
織
は
、
組
〈
口
団
体
と
し
て
は
、
政
党
や
党
派
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
決
定
は
、
こ
れ
す
ら
、
、
上
ま
わ
る
、
き
わ
め
て
厳
格
な
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
一
一
重
帰
属
を
禁
止
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
恐
ら
く
、
結
社
の
自
由
を
定
め
た
憲
法
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
非
両
立
性
の
原
則
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
政
党
か
ら
の
自
律
の
姿
勢
が
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
と
こ
ろ
で
共
産
党
の
影
響
下
に
入
っ
た
戦
後
の
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
、
二
重
帰
属
を
問
題
に
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
執
行
部
が
共
産
党
員
に
占
め
ら
れ
る
の
は
当
然
の
成
行
ぎ
で
あ
る
。
（旧）
一
九
四
六
年
と
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
が
最
盛
期
を
迎
え
た
時
期
に
あ
た
り
、
一
六
○
名
の
代
議
士
を
擁
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
何
名
か
の
旧
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
活
動
家
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
政
党
と
の
関
係
が
微
妙
な
も
の
と
な
り
、
組
合
の
独
立
が
危
く
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
一
一
重
帰
属
の
非
両
立
性
が
宣
言
さ
れ
た
の
ち
も
、
政
党
か
ら
の
自
律
が
ふ
た
た
び
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
五
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｐ
の
閣
僚
が
争
議
に
介
入
し
て
、
正
式
の
交
渉
も
行
わ
ず
満
足
の
ゆ
く
保
証
も
与
え
ぬ
ま
ま
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
終
結
さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
連
合
指
導
部
の
や
り
方
に
対
し
て
は
激
し
い
非
難
が
湧
き
あ
（焔）
が
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
政
党
か
ら
の
独
立
の
姿
勢
は
明
確
に
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
解
放
後
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
七
○
万
名
の
組
合
員
を
集
め
、
一
九
四
七
年
に
は
ほ
ぼ
八
○
万
名
に
達
し
た
。
｜
方
Ｃ
Ｇ
Ｔ
は
四
七
年
に
六
○
○
万
を
越
え
る
組
合
員
を
結
集
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
年
に
ま
た
も
左
右
の
対
立
が
深
ま
り
、
今
度
は
右
派
が
少
数
派
と
な
り
、
労
った。これ以後、
教
義
の
方
向
づ
け
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働
者
の
力
（
Ｆ
Ｏ
）
派
と
し
て
脱
退
し
た
。
こ
う
し
て
共
産
党
の
指
導
に
服
す
る
左
派
が
Ｃ
Ｇ
Ｔ
を
継
承
し
た
が
、
ふ
た
た
び
三
○
○
（刀）
万
名
程
度
に
落
ち
こ
み
、
以
後
第
四
共
和
制
を
と
お
し
て
Ｃ
Ｔ
Ｇ
の
加
盟
者
数
は
一
貫
し
て
低
下
傾
向
を
つ
づ
け
る
。
ま
た
、
一
九
四
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
社
会
保
障
へ
の
労
働
者
代
表
の
選
挙
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
一
一
六
・
三
％
の
大
量
の
得
票
を
獲
得
し
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
五
九
・
二
％
に
次
い
だ
が
、
当
時
の
組
合
員
比
率
か
ら
ふ
る
と
、
こ
れ
は
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
決
定
的
な
不
人
気
を
し
め
（旧）
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
ゆ
る
ぎ
な
い
第
二
の
全
国
組
織
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
も
は
や
多
数
派
指
導
部
の
意
図
す
る
よ
う
な
旧
来
の
閉
鎖
的
労
使
協
調
原
理
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
り
、
そ
れ
を
墨
守
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
を
い
ふ
し
よ
う
。
少
数
派
は
、
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
替
る
新
ら
し
い
教
義
を
方
向
づ
け
る
努
力
を
開
始
す
る
が
、
そ
の
最
初
の
目
標
が
非
宗
教
化
（この８口斤量・目四一】の島・ロ）の実現であった。一九四七年大会において少数派に属する教員組合代表は、規約改正の提
案
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
が
最
終
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
正
の
基
本
は
、
多
数
派
が
擁
護
し
、
と
り
わ
け
教
皇
回
状
の
な
か
で
規
定
さ
れ
て
い
た
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
」
を
取
り
（四）
除
き
、
そ
れ
に
替
え
て
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
道
徳
」
の
教
義
を
据
崖
え
さ
せ
る
試
ゑ
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
規
約
の
な
か
に
は
、
も
は
や
回状記ミミ言§己ｓ忌冒への一一一一口及はなく、「連合は、キリスト教社会道徳の諸原理にもとづく行動のなかで、訴え、
（加）
着想を』える」ではじまっている。
規約改一訂におけるいくつかの特徴的な表現の変化を承ると、旧規約の「社会平和、キリストの正義と愛による諸
原
理
」
が
新
た
に
「
平
和
の
理
想
、
友
愛
の
精
神
、
正
義
の
行
使
」
に
替
え
ら
れ
、
ま
た
「
職
業
組
織
」
が
「
職
業
経
済
生
活
の
民
主
的組織」に、「階級闘争の拒否」が「階級対立の組織的発展の拒否」にそれぞれ替えられている。そして「国家、
教会、政党への完全な独立を、行動について確保したいと欲する」とし、さらに「あらゆる外部の政治的宗教的集
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団
か
ら
独
立
し
て
決
定
す
る
こ
の
行
動
の
、
完
全
な
る
責
任
を
引
当
ご
受
け
る
」
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
四七年の規約改一訂のいみするところは、まず第一に非宗教化にある。行動の規範を、教会という外的な権威に求
め
る
こ
と
を
否
定
し
、
信
仰
を
し
て
純
粋
に
自
発
的
な
個
の
行
動
規
範
の
源
泉
た
ら
し
め
た
措
置
は
雨
要
で
あ
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
深
化
の
帰
結
と
考
え
て
よ
い
。
人
民
戦
線
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
過
程
で
実
質
的
に
は
消
滅
し
て
い
た
と
は
い
え、形式的にはなお、連合書記局が重大な決定を下す際には、司教の主宰する神学顧問会議（ｎ．口吻の】一ｓの。一・四名の）に
（配）
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
決
し
て
白
目
険
の
誤
ち
を
お
か
さ
ぬ
よ
う
保
証
」
さ
れ
る
、
というのである。また過半の単位組合にＪも顧問会議が設置されるか、ないしは労働司祭（四日・巳の（旨：ぐ昌一）が配
（羽）
属され、組合活動に肋一一一一口を与えることになっていた。これらの規定Ｊも、実効はとＪもかく、文面上はなお生きつづけ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
四
七
年
の
規
約
改
一
訂
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
な
お
完
全
な
る
非
宗
教
化
が
は
か
ら
れ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
優
位
を
追
認
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
「
内
部
の
世
俗
（型）
化」（一日・】の①の」の一．冒威『】の日）と呼ぶことができる。そして、キリスト教をいただく名称の放棄にいたる六四年の大会
で
達
成
さ
れ
る
、
完
全
な
る
非
宗
教
化
に
む
け
て
の
、
大
き
な
一
歩
を
踏
承
出
し
た
こ
と
を
い
ふ
し
よ
う
。
第一一に階級闘争の否定を解いたことである。先章で糸たように、三○年代のストライキ闘争への参加や、四○年
宣
言
の
な
か
で
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
階
級
闘
争
を
認
め
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
規
約
改
訂
に
お
い
て
、
そ
れ
を
追
認
し
た
と
い
え
る
。
「
階
級対立の組織的発展の拒否」とは、ややあいまいな表現であり、これを階級的視点の不十分さと解釈しうる根拠を
与えている。だがのちのＣＦＤＴの新規約においては、「社会に現存する対立の組織的発展という原理に従うこと
（配）
なく：：：ゑずからの解放条件にたいする意識の獲得を、かきたてる」と規定されている事実に注目すべきであろ
う。つまりここでは、かつて三○年代半ばの「エスプリ」に拠った知識人たちによる理論活動の影響をうけて、単
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一
九
四
七
年
以
降
Ｃ
Ｇ
Ｔ
が
共
産
党
の
「
伝
導
ベ
ル
ト
」
と
化
す
に
つ
れ
、
そ
れ
に
対
抗
し
う
る
社
会
民
主
主
義
の
理
論
武
装
が
切
実
に
迫
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
五
一
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
の
創
立
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
五
（坊）
二
年
以
降
活
動
家
の
あ
い
だ
で
社
会
民
主
主
義
が
議
論
の
中
心
を
し
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
大
会
で
は
ス
ヵ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ァ
社
会
民
主
主
義
政
党
と
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
英
自
治
領
の
労
働
党
と
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
「
民
主
社
会
主
義
の
目
的
と
任
務
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ
は
め
ざ
す
べ
き
「
社
会
主
義
」
が
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
国
際
的
の
四
つ
の
民
主
主
義
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
社
会
変
革
の
目
的
に
お
い
て
も
、
ま
た
そ
の
手
段
に
お
い
て
も
、
「
民
（”） 
主
主
義
」
が
確
保
さ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
（鋼）
そ
し
て
、
そ
の
な
か
の
「
民
主
的
計
画
化
」
に
つ
い
て
の
簡
所
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「社会主義政策の当面の経済目標は、完全雇用、生産の増大、生活水準の向上、社会保障、そして所得と財の公正な分配で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
人
民
全
体
の
利
益
に
沿
っ
て
、
生
産
が
計
画
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
計
画
化
は
少
数
者
の
手
に
経
済権力を集中させることとは両立しない。経済の効果的な管理が要請されるのである。民主社会主義は、資本主義の組織化に
対してと同様に、生産を公的機関のもとに置くことも、所得の公正な公配をも許しえない全体主義的計画化にも反対する。以
下の点は明らかである。すなわち、計画化は画一的かつ完全なる集団化を要請しないし、あらゆる集団所有の多様な形態が、
それ自身で目的となるのではなく、公的管理の機関にすぎない。また経済権力は分権化さるべきであり、産業の管理にたいす
教
義
の
方
向
づ
け
に
お
け
る
第
二
の
目
標
は
、
右
の
非
宗
教
化
、
階
級
的
視
点
の
確
立
を
う
け
て
、
五
○
年
代
に
入
っ
て
次
第
に
明
確な姿をとった社会主義、明確には社会民主主義（民主社会主義⑳・・三ｍ目の忌日・§昼月と呼ばれるのが通例である）
線的な、かつ楽観的
社
会
民
主
主
義
の
接
木
の接木である。
か
つ
楽
観
的
な
階
級
対
立
の
激
化
と
い
う
伝
統
左
翼
の
図
式
を
拒
否
し
た
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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「
フ
ラ
ン
ス
の
賃
労
働
者
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
た
ん
に
所
得
の
承
な
ら
ず
、
権
力
の
新
た
な
配
分
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り、新資本主義によっても解決されない問題であることを自覚しつつ、帰属政党の点からでなく、経済的概念からして社会主
義者であるフランス労働者の伝統をうけ入れつつ、ヨーロヅ．〈労働運動にとって民主社会主義のみが全体主義的神話に対する
選択肢たりうることをあきらかにしつつ、大会は、投資機能を公的責任にゆだねることになる民主的計画化を目的としつつ、
企業の資本主義体制に対決するすべての部門の組合行動を承認する。」
一
九
五
五
’
五
六
年
に
は
、
『
エ
ス
プ
リ
』
が
ふ
た
た
び
社
会
主
義
に
つ
い
て
の
一
連
の
特
集
を
組
み
、
「
再
興
」
も
ま
た
理
論
研
究
（犯）
を
深
め
る
。
民
主
的
計
画
化
を
め
ぐ
る
活
発
な
議
論
が
、
金
属
、
建
設
、
化
学
な
ど
の
各
産
業
連
盟
の
大
会
で
繰
り
拡
げ
ら
れ
た
。
民
主
的
計
画
化
は
、
民
主
社
会
主
義
社
会
の
実
現
途
上
、
不
可
避
の
一
里
塚
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
計
画
化
の
な
か
に
自
由
を
い
か
に
拡
大
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
交
さ
れ
て
い
る
。
ＣＦＴＣの社会主義化の過程においてさらに重要な経験は、五五年にナント・サンナゼールで発生した金属労働
者
の
五
○
日
に
及
ぶ
大
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
少
数
派
に
属
す
る
活
動
家
の
一
人
Ｇ
．
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
は
、
つ
ぎ
の
よ
（羽）
う
に
述
べ
て
い
る
。
る労働者の民主的参加が保証されねばならない。」
こ
の
よ
う
な
社
会
民
主
主
義
の
計
画
化
の
思
想
に
強
い
影
響
を
う
け
て
、
一
九
五
二
年
以
降
「
再
興
」
で
は
、
ヴ
ェ
ヴ
ァ
ン
や
グ
ロ
ス
マ
ン
ら
の
ネ
オ
・
フ
ェ
ビ
ァ
ニ
ス
ト
を
め
ぐ
る
紹
介
や
議
論
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
、
同
時
に
民
主
的
計
画
化
の
理
論
化
が
深
め
ら
（羽）
れ
て
い
く
。
一
九
五
四
年
に
は
金
属
と
化
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
連
盟
大
会
の
場
で
、
民
主
的
計
画
化
が
大
衆
的
に
討
議
さ
れ
ま
で
に
な
っ
（卯）
た
。
そ
し
て
翌
五
五
年
の
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
大
会
に
は
、
少
数
派
提
案
に
よ
る
「
民
主
社
会
主
義
」
と
題
す
る
決
議
案
が
上
提
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
議
は
結
果
的
に
否
決
さ
れ
た
と
は
い
え
、
三
九
・
八
％
の
票
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
に
は
以
下
の
点
が
躯
わ
れ
（皿）
ていた。
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こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
社
会
主
義
の
接
木
の
た
め
に
費
や
さ
れ
た
努
力
が
、
は
じ
め
て
大
会
の
場
で
実
を
結
ん
だ
。
こ
れ
が
、
（弧）
一九五九年の民主的計画化のための決議であった。それはまず民主的計画化の目的を、経済の領域における新なた
権
力
の
配
分
で
あ
る
と
し
、
つ
ぎ
に
「
欲
求
に
応
え
る
民
主
的
計
画
」
の
章
に
お
い
て
、
以
下
の
点
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
投
資
を
資
本家の自由裁量にまかせずに公的責任に委ねること。人民大衆の福祉と文化への欲求の充足を優先する経済に導び
く
必
要
性
。
計
画
が
完
全
雇
用
と
生
活
水
準
の
漸
進
的
向
上
と
を
真
に
保
証
す
る
よ
う
、
そ
の
目
的
、
手
段
、
方
法
の
決
定
に
あ
た
っ
ては、国民の代表によって練りあげられた全体的な指針に従いつつ、労働者の組合組織の参加と管理とを要する。
ま
た
銀
行
、
信
用
の
全
制
度
の
国
有
化
。
鉄
鋼
、
造
船
、
セ
メ
ン
ト
、
石
袖
、
化
学
、
運
輸
の
国
有
化
の
方
法
の
研
究
。
分
配
・
流
通
制
度
に
必
要
な
改
革
と
、
農
業
に
お
け
る
真
の
生
産
目
標
を
実
現
す
る
手
段
、
と
の
研
究
、
関
接
税
の
削
減
と
所
得
税
の
累
進
制
強化。ＥＥＣ水準での計画化の必要。
そ
れ
に
つ
づ
く
「
権
力
の
分
与
の
た
め
に
」
の
章
で
は
、
真
の
民
主
的
計
画
化
の
た
め
に
は
、
経
済
お
よ
び
政
治
権
力
の
最
大
限
の
拡
散
が
必
要
だ
と
し
、
各
段
階
ご
と
に
具
体
的
な
権
力
分
散
化
の
仕
組
を
説
い
て
い
る
。
企
業
段
階
で
は
、
経
営
に
対
す
る
組
合
の
管
理と参加をおこなう。当面は、企業への組合代表と、さらに企業委員会の代表とに、必要な行動手段を与える。地
域
段
階
で
は
、
地
域
経
済
評
議
会
を
設
け
、
こ
れ
が
経
済
的
社
会
的
研
究
、
地
域
経
済
組
織
へ
の
刺
激
、
産
業
の
全
国
組
織
、
お
よ
び
計画の全般組織との間に連携を保つ。労働者、農民の組織が、現存の商工会議所に取って替り、すべての力を有す。
「
五
○
日
間
も
つ
づ
い
た
こ
の
闘
争
の
、
こ
の
地
盤
の
う
え
に
立
っ
て
、
ひ
と
び
と
が
た
し
か
め
え
た
こ
と
は
、
問
題
が
も
っ
と
公
正
な
産
業
社
会を建設するという目標にのふあるのではなく、この社会の発展の基型はもっぱら利潤に基礎をすえており……資本主義のメ
ヵーーズムは必然的に地域の発展においても、社会範嶬の間においても、不平等をつくりだすという事実の認識であった。ひと
つ
の
社
会
主
義
的
な
発
展
様
式
を
提
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
問
い
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
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そして産業段階では、独占に反対し、労働者代表が加わる全国的および国際的（とくにＥＳ産業組織を通じて、
計画の深化とその実施にあたる。そしてこの権力の分散こそが、成果の分散よりもずっと重要である。このような
民
主
主
義
的
進
歩
を
達
成
す
る
に
は
教
育
期
間
の
延
長
や
経
済
問
題
に
関
す
る
情
報
の
拡
大
な
ど
の
手
段
を
つ
う
じ
て
、
人
民
大
衆
の
文化と人間形成とを規定する全体的な政策の立案が必要だ、としている。
こ
の
民
主
的
計
画
化
が
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
大
会
で
採
択
さ
れ
た
い
ゑ
は
、
の
ち
に
そ
の
議
案
の
報
告
者
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
自
身
が
指
摘
し
て
（鍋）
い
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
お
け
る
工
業
社
会
の
「
道
徳
家
的
」
分
析
か
ら
、
そ
の
現
実
の
「
政
治
的
」
分
析
へ
の
移
行
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
労
働
者
擁
護
の
た
め
に
「
不
正
義
」
を
攻
撃
し
、
社
会
立
法
、
団
体
協
約
、
正
当
な
る
賃
銀
の
実
現
を組合運動の課題としていた。「理解ある雇主との交渉」に少なからぬ重要性をふい出し、他の人間にたいする、
兄弟にたいする、そして企業でともに働く仲間にたいする彼らの責務を問題にした。だがこの決議であきらかにさ
れたことは、提起されている問題が、一雇主の道徳的あり方とはかかわりたい何よりも社会的経済的な問題であり、
それが工業社会の発展により必然的にもたらされている、という点にある。したがって発展の構造そのものを問題
にしなければならない。そしてたんに生活水準の承ならず、生活の質が問われることになる。それゆえこうした発
展
に
不
可
欠
な
投
資
の
規
制
を
、
ま
ず
も
っ
て
お
こ
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
またこの決議は、フランス労働運動史上はじめて、「非レーニン主義的」た社会民主主義の伝統が認知されたこ
（弱）
とを明瞭にしめすものでもある。社会民主主義の接木が到達した一つの段階といってよい。だがこのとき、すでに
多数派が力を失い少数派が強固に根をはったと考えることはできない。多数派は、ドゥクレール報告が出席者のあ
いだにひかえめな反響しか呼びおこさなかったのをゑて、せいぜい理論文献以上の値打はもたぬものと判断して、
（師）
採択を黙認した事情があったからである。
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だ
が
こ
の
進
化
を
決
定
的
に
う
な
が
し
た
要
因
は
、
労
使
闘
争
の
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
激
化
で
あ
る
。
ＣＦＤＴの活動家の多くが個人的資格で反戦運動に加わっており、積極的にアルジェリア民族解放戦線ＦＥＮの救
援
活
動
を
支
援
し
た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
五
九
’
六
○
年
以
降
、
解
放
戦
争
が
最
終
段
階
を
む
か
え
た
と
き
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
全国教員連盟（ＦＥＮ）や学生組織、さらにはＣＧＴなどとも連帯して、全国に反戦集会を組織した。当時旧フラ
ン
ス
社
会
党
（
Ｓ
Ｆ
Ｉ
Ｏ
）
は
共
産
党
や
統
一
社
会
党
と
の
統
一
行
動
を
拒
否
し
て
い
た
た
め
、
統
一
行
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
必
然的にＣＦＴＣが担うことになった。こうしてＣＦＴＣの活動家は多くの外部組織の活動家との接触を重ね、政治
（似）
意
識
を
先
鋭
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
進
化
は
、
す
で
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
下
で
も
承
ら
れ
た
よ
う
に
、
多
く
の
活
動
家
が
政
治
闘
争
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
（伽）
」の一）のご・］目・ロ）である。
一
九
五
九
年
の
民
主
的
計
画
化
の
決
議
が
、
長
期
的
な
行
動
目
標
と
し
て
、
反
資
本
主
義
の
方
向
づ
け
を
明
確
に
し
た
の
に
対
し
（犯）
て
、
短
期
的
な
当
面
の
要
求
目
標
を
決
め
た
も
の
が
、
六
一
年
の
「
賃
銀
政
策
の
た
め
に
」
と
題
す
る
報
生
ロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
給
の
月
給
化
や
、
最
低
賃
銀
制
、
賃
銀
位
階
制
の
縮
小
、
生
活
水
準
の
向
上
、
労
働
市
場
の
拡
大
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
競
争
な
（調）
ど
を
問
題
と
し
、
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
賃
銀
要
求
を
包
括
的
に
規
定
し
て
い
る
。
だ
が
、
終
始
一
貫
し
て
一
父
渉
を
闘
争
の
手
段
と
し
て
重
視
し
て
い
る
点
に
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
じ
め
て
少
数
派
か
ら
デ
カ
ン
が
書
記
長
に
就
任
し
た
が
、
な
お
執
行
部
は
多
数
派
と
少
数
派
と
が
伯
仲
す
る
妥
協
の
体
制
に
あ
っ
た
。
賃
銀
政
策
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
そ
の
状
況
の
所
産
と
い
っ
て
よ
い
。
「
進
化
の
大
会
」
と
Ｃ
Ｆ
Ｄ
皿
の
成
立
さ
て
以
上
ゑ
て
き
た
新
た
な
教
義
の
方
向
づ
け
の
最
初
の
二
つ
の
目
標
、
非
宗
教
化
Ⅱ
階
級
的
視
点
の
確
立
と
、
社
会
民
主
主
義
の
接
木
と
が
、
最
終
的
に
完
全
な
開
花
を
ふ
た
キ
リ
ス
ト
教
労
働
運
動
の
歴
史
的
事
件
が
、
一
九
六
四
年
の
「
進
化
の
大
会
」
（
ｏ
・
ロ
四
冊
746 
て、実現されてきた。彼らが、他の組織の人間とともに闘い、「攪拝」され、新しい意識を獲得し、それを携えて
ふたたび古巣に一民ってくるからである。政党、政治からの自律は、決して政治闘争への参加を排除しない。むし
ろ
、
自
覚
し
た
一
個
の
人
間
と
し
て
、
積
極
的
に
政
治
闘
争
に
か
か
わ
る
こ
と
を
可
能
に
し
よ
う
。
し
か
も
、
政
治
闘
争
を
た
ん
な
る
政治組織による権力闘争に倭少化させる危険を阻止し、全面的な社会闘争としてとらえなおすことを保障にする。
こ
し
て
一
九
六
四
年
を
む
か
え
た
が
、
こ
の
と
き
少
数
派
は
す
で
に
全
面
的
に
報
行
部
に
進
出
し
て
お
り
、
も
は
や
「
少
数
派
」
の
（姥）
名称を返上しなければならなくなった。
こ
の
六
四
年
大
会
で
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
連
合
」
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
の
名
称
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
取
り
除
き
、
新
た
に
「
フ
ラ
ン
ス
民
主
労
働
連
合
」
（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
）
と
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
民
主
」
と
は
、
組
合
民
主
主
義
を
保
障
す
る
だ
け
に
とどまらない。それは、以下の規約にはっきりと表明されているように、「イデオロギー的労働組合主義」（の】己冨‐
］】の日の忌・一・四Ｐ口の）を標傍するこの連合にとって、民主社会の建設こそがその目的であることの宣一一一一口に他ならないの
規
約
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
書
き
替
え
ら
れ
、
新
鮮
な
用
語
と
平
易
な
表
現
と
そ
し
て
何
よ
り
も
よ
り
内
面
的
で
格
調
高
い
文
体
を
（“） 
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
曲
折
し
た
「
長
征
」
の
仕
上
げ
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
そ
の
前
文
を
ゑ
て
お
こ
う
。
「第一部、原理の宣言。前文。
労働者の解放と集団的上昇のためのすべての労働運動の闘いは、人間すべてが理性と良心とを与えられており、また尊厳と
権利とにおいて自由かつ平等に生れている、との基本的な考えに立脚している。人間の開花に供さるべき、技術の進歩によっ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
進
化
す
る
世
界
に
お
い
て
、
労
働
者
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
、
ゑ
ず
か
ら
を
搾
取
と
隷
属
と
の
目
的
た
ら
し
め
る
非
人
間
的
、
な
いしテクノクラート的な、構造と方法とによって、脅威にさらされている。世界を引き裂く紛争と、核兵器による人類破壊の
脅
威
と
に
直
面
し
て
、
人
民
間
の
正
義
、
友
愛
、
平
和
の
要
請
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
緊
急
な
し
の
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
組
合
運
動
は
労
働
者
に
（⑬） 
である。
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と
っ
て
、
ゑ
ず
か
ら
の
個
別
か
つ
集
団
的
上
昇
に
と
っ
て
、
ま
た
民
主
的
社
会
の
建
設
に
と
っ
て
、
必
要
な
道
具
で
あ
る
。
そのために組合運動は、ｎ由と責任、正義と平和のための闘いをかきたてる人間個性の尊厳を尊重する、という最高の要請
に
忠
実
で
あ
り
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
連
合
が
、
労
働
者
の希望に十全に応える一大民主センターたらんと欲するのは、これゆえに
である。人間存在の、またその社会に占める地位の、基本的要請を明確にするにあたり、キリスト教人道主義をも含む、人道
主義のさまざまな形態との諸関係を強調しつつ、連合は、なおゑずからにとわれているその要請に立脚せるイデオロギー的労
働組合運動への忠誠を誓いつつ、その行動を発展せしめんと願う。連合は、労働の場に固く根をおろし、あらゆる範畷の連帯
せる労働者を組織する大衆型労働組合運動の実現を願う。労働者は各人が自己の行動に必要な力をくゑつくしうる哲学、宗
教
、
動
機
を
互
に
尊
重
し
あ
い
、
連
合
が
そ
れ
に
従
う
根
本
的
価
値
に
立
脚
し
た
民
主
的
社
会
を
と
も
に
建
設
す
る
た
め
に
、
統
一
を
望
む
。
連
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
逮
動
の
も
っ
と
も
深
い
伝
統
に
忠
実
で
あ
り
、
こ
れ
れ
ら
の
指
針
が
労
働
者
の
結
集
を
う
な
が
す
性
質
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
を確信して、以下の規約を定める。」
そして、それにつづく第一条で、「自由で責任ある人間の民主的社会の樹立」、「経済的、政治的権力の民主的分
配と管理」、「溢木主瀧と全体主義とのあらゆる形態に対する闘い」、「国家、政党、教会など、あらゆる外部集団に
た
い
す
る
独
立
」
、
「
社
会
に
現
存
す
る
対
立
の
組
織
的
発
展
と
い
う
原
理
に
従
う
こ
と
な
く
、
労
働
者
の
あ
い
だ
に
、
連
合
の
行
動
を
と
お
し
て
、
ゑ
ず
か
ら
の
解
放
条
件
に
た
い
す
る
意
識
の
獲
得
を
、
か
き
た
て
る
」
等
々
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
規
約
は
、
新
た
な
切
断
を
い
み
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
決
定
的
な
完
成
を
し
め
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
（妬）
は
大
衆
型
階
級
的
労
働
運
動
建
設
途
上
に
達
成
さ
れ
た
、
一
つ
の
指
標
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
と
き
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
へ
の
転
身
を
う
け
入
れ
ず
、
な
お
か
た
く
な
に
社
会
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
原
理
に
忠
実
た
ろ
う
と
す
る
約
一
割
の
「
少
数
派
」
は
、
新
た
に
「
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
」
の
旗
を
ひ
き
つ
い
で
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。
組
合
組
織
構
造
の
変
革
「
再
興
」
が
改
革
目
標
に
か
か
げ
た
第
三
の
目
標
は
、
組
合
組
織
構
造
の
変
革
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
748 
第
二
は
、
連
合
段
階
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
二
つ
の
面
が
あ
っ
た
。
ま
ず
産
業
別
連
盟
へ
の
再
編
の
課
題
で
あ
り
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
が
す
で
に
一
九
○
六
年
に
な
し
と
げ
て
い
た
こ
の
産
別
再
編
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
お
い
て
は
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
職
員
、
幹
部
、
労
働
者
（妬）
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
組
合
を
有
し
、
旧
来
の
職
業
別
組
合
の
性
格
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
産
業
構
造
が
一
同
度
化
し
労
働
者
の
集
中
が
す
す
め
ば
、
先
の
現
場
労
働
者
に
開
か
れ
た
大
衆
型
労
働
組
合
へ
の
脱
皮
が
要
請
さ
れ
る
と
同
時
に
、
産
業
別
連
盟
の
組
織
化
も
ま
た
必
然
と
な
ろ
う
。
だ
が
こ
れ
を
主
張
し
た
提
案
が
す
で
に
一
九
五
五
年
に
大
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
賛
成
票
（灯）
はわずか二一％にとどまり、翌四六年大会においても同様に一一一一一一％の票しか集められなかった。
（岨）
連合段階の変革課題の第一一は、「一一重連合主義」（』・巨匡の涼』：］厨曰の）の確立である。これもすでにＣＧＴが一九
○六年に実現しているが、全国連合を垂直（産業連盟）と水平（地域同盟。労働取引所国。白いの冒弓国邑］がその起源で
ある）との二重の構成体により成立させる仕組承である。この二重性は、イタリアを除くと他の先進国では明確な
形ではみとめられない独自の組織構造である。起源は革命的組合運動の祖フェルナン・ペルーティエにさかのぼ
り、労働組合組織が、生産と交換の機能をになう、というアナーキズムの思想にもとづいている。同時に、とくに
はじめて他の改革も実体をもったものになる、という点できわめて重要ない糸をもつ。そしてそれが、達成される
や、ただちに執行部を抑える多数派の権力基盤が揺らぐことに結果しよう。すでにふた二つの変革目標が、漸進的
に
で
は
あ
っ
た
が
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
実
現
の
道
を
あ
ゆ
ん
だ
の
に
対
し
て
、
組
合
構
造
の
変
革
は
か
な
り
遅
い
時
期
ま
で
そ
の
実
現が持ちこされざるをえなかった理由は、そこにある。
組合構造の変革には二つの目標がある。第一は、主として単位組合段階の問題であった。キリスト教労働組合運
動
の
誕
生
以
来
の
伝
統
的
体
質
と
な
っ
て
い
た
職
員
組
合
の
閉
鎖
的
な
性
格
を
改
革
し
、
現
場
労
働
者
に
開
か
れ
た
大
衆
型
労
働
組
合
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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少数派が強く要求したこのような組合構造の変革がまがりにも実現され、不十分ながら産業連盟と地域同盟との
二重構造が成立するのは、一九五一一一年を待たねばならなかったのである。
以上ゑてきたＣＦＤＴの戦後改革の足取りは、労働者化（・ロ三国の畳・ロ）と知識人化（言①｝｝の。日ロ一宮ロ・目）として
（別）
総
括
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
見
あ
い
反
す
る
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
蕊
え
よ
う
。
だ
が
社
会
主
義
の
接
木
の
過程とは、階級的視点に立たねばならない、という点では「労働者化」をいふし、理論的営為に導びかれる、とい
う点では「知識人化」をいふすることになる。そして何よりも注目すべき事実は、こうした理論的営為が決して政
党その他の理論集団によって外部から指導されたわけではなく、組合内部において、自律的にすすめられた点にあ
る。そしてそれを担ったあのたちは、ヴィニョーなどの本来の知識人組合員の承ならず、多くの青年労働者が「知
識人化」することによって形成された。他方多くの高等教育をうけたしのたちが、組合活動家の隊列に加わり、積
極的に階級的視点に立った組合運動を深化させ、「労働者化」していったといえる。この点に、反知識人の体質を
有し「労働者主義」を標傍したかっての革命的組合主義の伝統と、そしてその点ではなお忠実な継承者であるＣＧ
（⑲） 
ら
れ
な
か
っ
た
。
地
域
同
盟
に
つ
い
は
、
職
能
組
合
の
形
成
が
弱
く
、
そ
れ
ゆ
え
労
働
者
の
取
引
力
も
ま
た
弱
体
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
が
、
そ
の弱点を補うために、一定地域の職域、部門を越えたすべての労働者を統轄する地域組織を生み出し、取引力の向
上をはかったためでもある。少数派は、とくにヴィーーョーが中心となってフランス労働運動の伝統に忠実に、こう
した二重連合主義の採用を主張したのであった。とくに地域同盟の拡充は、のちに経済発展の新たな型を模索する
にあたり、地域住民との連帯や、地域開発の方向づけという点で、重要ないふをもつことになる。しかし、これも
また、権力が拡散し、執行機関の勢力が弱まる可能性があったために、執行部を握る多数派にはとうてい受け入れ
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Ｔ
と
は
、
大
き
な
差
異
が
承
と
め
ら
れ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（訂）
戦後改革の流れは、また大きな世俗化（一段・富は。ｐ）の進展と承なすことも可能である。それは第一に政治的世俗
化をいふし、組合運動の自律、政党からの独立を実現したことである。第二に、イデオロギー的世俗化であり、あ
ら
ゆ
る
既
存
の
正
統
的
教
義
の
先
験
的
な
受
入
を
拒
否
し
た
こ
と
を
い
ふ
す
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
宗
教
的
世
俗
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
二
者
の
帰
結
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
道
徳
と
政
治
、
理
論
と
実
践
と
の
間
に
新
し
い
関
係
を
ふ
い
出
す
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れろのである。
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Ｐ山の『ｏ『》ぐの『⑪一四つ一四口鄙困珪。ご』の日。。国ニロロの》Ｃ己・口＆・・己．、①。
ご亘・・弓・ｍｍＩの『・
ドロＯ帛引【〕弓》○、．ａ（．。□・岳○・
○）一ヶ臼［Ｃの。｝の日）功冨己・ミミ⑮§ごｓ茸］ヨト》マルチネ、前掲書に引用、’一一一一一頁。
丙の］昌已》。、．ａ》・》弓・鵠の１ｍの．
□の切目ョ冨）。、．ａ『．、己・得臼・
幻。、四口ぐ四一一○口》Ｐ》丘のご陣威○句Ｃ弓》。》・ミニ・》ご・①．
マルチネ、前掲書、三四頁。
匠○同ロ曰目．、茸・》ごロ・＠『１局←．
閂。（＆．
『。（＆・
ルフラン、前掲書、第九章。
同．シ曰四身の①［】・目巨一一国Ｈ』》○ｓ・ａ（・ごロ・』の。
閂》（ａ・》己．←Ｐ
旧四○局０日）Ｃｓ・ａ＆．、ｐｄの．
□の、８日肩》。、・ａ（・・己・山①．
Ｎ言三」》ｏ言ミミの」§言烏ご曼言一一②蔦○香ミミ》・』［⑪己日Ｃの§ヨロの》。、．三・》□・田．
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新生ＣＦＤＴ（フランス民主労働連合）は、その歩承を始めて将来の方向を模索しつつあったとき、一九六八年五
月、巨大な人民闘争の嵐のなかに飲承込まれた。そしてこの闘争に積極的に身を投じ、労働運動と学生運動との間
（１） 
の架橋に専心し、管理社会を鋭く生ロ発する異議申し立ての一翼を担うことになった。
六八年五月の闘争で鍛えられたＣＦＤＴは、ふたたび大きな「進化」をとげる。すでに糸たように、六四年のＣ
ＦＤＴ新綱領のなかで、「フランス労働運動の伝統に忠実」な「イデオロギー労働運動」の展開を標傍していたが、
／■、／~、／~、／■、′■、／~、／凸、／白、／~、〆ﾛ、／■、／■､／■、
５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１４０３９ 
、=ノ、.ノ、.ノ、､ノ、_ノ、=ノ、､ノ、.ノ、_ノ、_ノ、=ノ、､ノ辿.ノ第
四
章
自
主
管
理
社
会
主
義
の
模
索
閂》（＆。
閂》『＆．、己．①庫
角》（＆．、ご・】①』
閂》（＆．、己．、鱒
幻○ｍｍ目ぐ四一］。□》旧四○句Ｃ目の芹］囚］日。岸の》。、．＆年．、己・屡凹．
同．】自巴Ｈの①［］・］ロ］］】ｍＨｇＣｅ・ロ津・・己や．①ヨーー①、。
『。（＆・や己・吟Ｐ
閃の百：」・后『ｍ》Ｃ、・・回．、勺巳・記ｌの］・
両。】白日Ｈの①侍］・］ロ］｛旨Ｈｇ。、。＆『・や己・トヨ・
閂亘＆。、石・の①》Ｃの、８日で、》○、。ｑ茸．、己・酉、．
ｈｐｏ田【〕曰》○、．＆弓．、ロ・得心ｍ・
マルチネ、前掲書、三四頁。
閃の］ロ囚巨』》樟＠ｍ⑨。、。、茸・》勺・＠の．
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導びくにいたる。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
に
は
、
一
九
六
六
’
六
七
年
に
、
「
共
同
戦
略
」
と
呼
ば
れ
る
、
組
合
と
政
党
と
の
あ
い
だ
の
行
動
の
収
敞
を
め
ざ
し
、
共
通
の
目
標
を
掲
げ
た
共
同
闘
争
を
構
想
す
る
、
大
き
な
潮
流
が
あ
っ
た
。
六
八
年
五
月
は
こ
の
試
糸
を
断
念
さ
せ
、
以
後
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（４） 
Ｔは、その独自の「政治部」（四ｍｇ｛己。一一亘口の）を形成する方向にむかう。七○年に成立する新生社会党と共産党と
による「共同綱領」にたいしては、このような期限の定った命令的契約が、その間の政治的実行のために組合活動
（５） 
の服従をもたらすことになり、組合活動の独立がおびやかされる、としてこれを積極的には受け入れなかった。ま
た
そ
れ
は
、
つ
ぎ
に
ふ
る
人
民
諸
勢
力
の
同
盟
の
基
礎
に
は
な
り
え
な
い
、
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。
六八年五月の第二の教訓は、既成の政党（とりわけ共産党）と労働組合（ＣＧＴ）とが、「経済主義」の抜き難い虜
化」のｍ
である。
革
命
的
組
合
主
義
の
接
木
六八年五月にＣＦＤＴが得た「教訓」は、まず何よりも政党の無力さを知らされた点にあった。労働者の諸要求
は、「グルネル協約」において政府が認めることになったが、その際、「政党は労働者の要求を一顧だにせず、組合
（２） 
の
行
動
に
よ
っ
て
の
承
、
要
求
は
獲
得
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
一
二
月
、
エ
ド
モ
ン
・
メ
ー
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
、
、
、
、
る
。
「
今
や
政
治
行
動
と
組
合
行
動
と
の
あ
い
だ
の
絶
対
平
等
の
関
係
に
つ
い
て
語
る
か
わ
り
に
、
む
し
ろ
わ
た
し
は
、
組
合
が
戦
線
（３） 
を
突
破
し
、
人
民
の
力
を
動
員
し
、
そ
し
て
政
治
勢
力
を
し
て
組
合
の
諸
目
的
に
結
ば
せ
し
め
た
事
実
を
語
り
た
い
。
」
そ
の
結
果
彼
は
、
政
党
や
国
家
は
、
た
と
え
そ
れ
が
左
翼
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
新
し
い
社
会
関
係
を
創
造
す
る
場
で
は
な
い
、
と
の
厳
し
い
結
論
を
六
八
年
五
月
の
洗
礼
を
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
体
を
付
与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
と
き
以
降
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
「
近
代
化」の段階から、「革命化」の段階へと移行し、「革命的組合主義」（の］＆冨一尉曰のＨのぐ・］三・月四百）が接木されるの
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Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
こ
う
し
た
経
済
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
元
論
に
よ
る
、
資
本
主
義
社
会
批
判
を
拒
否
す
る
。
資
本
主
義
社
会
の
存
立
を保一証するものは、盗本・賃労働制から生れる「搾取」の関係にあるの糸ならず、同時にあらゆる権力構造に内在
す
る
「
位
階
制
「
（
亘
：
己
の
）
に
立
脚
す
る
支
配
の
関
係
、
あ
る
い
は
服
従
の
関
係
に
も
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
支
配の関係は、それゆえ、搾取の関係のように生産の場に限定されるばかりではない。職制や賃銀位階制としてあら
わ
れ
る
生
産
現
場
を
も
含
め
て
、
所
得
の
、
そ
れ
ゆ
え
消
費
の
不
平
等
を
も
た
ら
す
消
費
生
活
の
場
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
関
係
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
帥
弗
、
親
子
、
男
女
と
い
っ
た
人
間
関
係
の
な
か
に
内
在
し
、
先
進
国
と
低
開
発
国
、
中
枢
国
と
衛
星
国
と
い
う
国
際
関
係
や
民
族
問
題
、
さ
ら
に
は
、
失
業
者
、
退
職
者
、
移
民
ま
た
身
障
者
な
ど
の
社
会
的
弱
者
や
、
囚
人
、
精
神
病
者
、
売
春
（７） 
婦
と
い
っ
た
「
賎
民
」
よ
り
成
る
社
会
の
「
の
け
も
の
」
（
］
の
い
の
※
・
旨
、
）
の
な
か
に
も
潜
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
支
配
の
関
係
を
廃
絶
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
新
し
い
社
会
関
係
の
創
造
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
か
っ
て
労
働
運
動
が
最
初
に
担
っ
た
「
歴
史
的
使
命
」
へ
の
呵
帰
を
い
ふ
す
る
。
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
に
お
い
て
、
労
働
者
は
都
市
の
「
周
辺
」
を
な
す
暗
く
不
衛
生
な
街
区
に
慎
重
に
隔
離
さ
れ
、
粗
野
で
危
険
で
汚
れ
た
「
人
間
以下の存在」（の目の‐盲日昌威）に唖められていた。かつてかれらは、あらゆる種類の「のけもの」や「周辺化され
た
人
々
」
と
不
幸
を
共
有
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
労
働
者
は
、
ゑ
ず
か
ら
が
完
全
に
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
、
（８） 
すべての人間の遊曰遍的な解放を願わずにはいられなかったのである。
におちいっていた事実を露わにしたことにある。彼らは労働者、学生、市民の広汎な人民大衆による、管理社会へ
の
鋭
い
告
発
に
耳
を
か
そ
う
と
は
せ
ず
、
そ
の
つ
き
つ
け
ら
れ
た
い
ふ
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
下
部
構
造
の
決
定
的
優
位
を
強
調
す
る
機
械
論
的
社
会
発
展
論
に
と
ら
わ
れ
た
帰
結
で
あ
る
。
そ
の
分
析
は
き
わ
め
て
保
守
的
で
あ
り
、
提
言
は
古
典
的
と
し
か
（６） 
いいよ【ノがない。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
｝
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こ
う
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
搾
取
か
ら
の
解
放
と
な
ら
ん
で
、
位
階
制
を
廃
し
、
徹
底
し
た
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
、
支
配
へ
の
闘
争
をも重視する。それは一方で、職制や賃銀の格差是正を求め、「規準外」労働者（ず。Ｈ⑫’の白目）と呼ばれる下層不
熟練工や臨時工、移民労働者などの権利を積極的に擁護するとともに、他方で退職者の保護、婦人解放、少数民族
（９） 
の
自
治
を
支
援
し
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
、
反
原
発
闘
争
、
学
校
や
医
療
施
設
の
改
姜
『
消
聾
者
運
動
な
ど
と
進
ん
で
連
帯
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
関
係
を
規
定
す
る
支
配
に
対
す
る
闘
争
は
、
こ
う
し
て
政
治
・
経
済
闘
争
の
枠
を
大
き
く
越
え
た
社
会
・
文
化
闘
争
へ
と
拡
がっていく。それゆえ伝統的な労働運動の領域にとどまらない「人氏諸勢力」（｝の、馬・『・ののロ・己屋一骨。の）と同盟した
闘
争
に
ま
で
戦
線
は
拡
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
’
九
七
四
年
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
「
人
氏
諸
勢
力
」
と
腿
す
る
文
書
を
採
択
し
、
こ
の
戦
略
の
定
式
化
を
は
か
っ
た
。
第
三
の
教
訓
は
、
右
の
二
つ
と
関
連
し
て
、
既
成
組
織
が
状
況
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
翻
弄
さ
れ
、
運
動
の
深
化
・
拡
大
を
抑
圧
す
る
官
僚
的
な
動
き
し
か
し
め
せ
な
か
っ
た
の
に
反
し
て
、
下
部
大
衆
の
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
多
様
か
つ
新
鮮
な
行
動
を
展
開
し
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
確
固
と
し
た
理
論
や
教
義
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
見
通
し
や
要
求
が
演
緯
さ
れ
て
生
れ
て
き
た
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
家
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
線
に
お
い
て
、
状
況
に
対
決
す
る
な
か
か
ら
、
ゑ
ず
か
ら
の
言
葉
で
問
題
を
表
現
し
、
そ
れ
を
行
動
の
な
か
で
鍛
え
上
げ
て
い
っ
た
。
（、）
ＣＦＤＴは、ここから下部労働者の創造力と自発性とを高く評価し、こうした「集団的経験への反省」（Ｈ匙の×】・ロの
』の②のｘ己のロ日の貝：。一一の昌肺）を重視するようになる。そして各集団がそれぞれの自律と行動様式とを尊重しあい、
（、）
（皿）
共
通
の
目
標
実
現
を
め
ざ
し
て
補
い
〈
口
い
、
一
致
し
て
行
動
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
エ
ド
モ
ン
・
メ
ー
ル
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
行
動
は
意
識
の
獲
得
を
も
た
ら
す
。
反
資
本
主
義
闘
争
の
限
界
を
発
見
し
、
社
会
主
義
建
設
の
た
め
の
必
然
的
な
闘
争
へ
と
お
も
む
く
。
連
合
は
、
こ
の
社
会
闘
争
を
振
い
立
た
せ
る
た
め
の
、
唯
一
で
は
な
い
に
せ
よ
、
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
。
」
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こ
の
よ
う
な
大
衆
の
自
発
的
行
動
に
全
幅
の
信
頼
寄
せ
る
立
場
は
、
必
然
的
に
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
「
伝
導
ベ
ル
ト
」
論
と
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
大
衆
の
属
性
を
自
然
成
長
性
と
糸
な
し
、
そ
れ
を
規
制
す
る
た
め
に
は
外
か
ら
目
的
意
識
性
を
注
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
レ
ー
ー
ー
ン
の
主
張
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
こ
う
し
た
前
衛
に
よ
る
大
衆
運
動
の
指
導
、
あ
る
い
は
指導者と被指導者という変らぬ図式を受け入れることを拒否し、大衆がゑずからの問題を、自分自身で解決しなけ
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
た
と
え
運
動
に
頂
点
が
必
要
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
前
衛
と
し
て
大
衆
に
命
令
を
下
す
機
関
で
あ
っ
て
は
な
（週）
ら
な
い
。
絶
え
ざ
る
往
復
運
動
を
つ
う
じ
る
民
主
主
義
が
、
頂
点
と
下
部
と
の
あ
い
だ
で
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た下部によって頂点が不断に代替される可能性を確保できなければならない。
この実体的民主主義が保証された組織原理が、連合主義（圧８房目の）と呼ばれるものであり、構成諸組織の目
（ｕ） 
律
と
自
発
性
、
決
定
機
関
の
多
層
性
、
労
働
力
範
囑
の
枠
組
の
除
去
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
連
合
組
織
は
、
す
で
に
先
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
職
業
連
盟
と
地
域
同
盟
と
の
二
重
連
盟
主
義
に
よ
り
成
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
自
律
し
た
決
定
権
を
有
す
る
。
し
か
し
連
合
の
主
権
、
つ
ま
り
連
合
大
会
で
の
投
票
権
は
、
各
単
位
組
合
に
、
換
言
す
れ
ば
組
合
に
組
織
さ
れ
た
労
働
者
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
比
例
代
表
制
に
も
と
づ
か
な
い
、
各
単
位
組
合
の
平
等
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。
共
産
党
と
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
「
民
主
集
中
制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
実
質
的
に
は
上
意
下
達
の
制
度
と
化
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
こ
の
連
合
主
義
は
、
組
合
、
連
盟
、
連
合
間
で
の
多
元
性
を
保
障
し
、
大
衆
の
自
発
性
を
積
極
的
に
ひ
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
の
活
性
化
を
支
え
て
い
る
六
八
年
五
月
か
ら
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
が
学
ん
だ
右
の
よ
う
な
「
教
訓
」
は
、
か
っ
て
二
○
世
紀
初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
運
動
を
特
徴
づ
け
た
革
命
的
労
働
組
合
主
義
の
伝
統
を
ふ
た
た
び
甦
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
党
か
ら
の
自
律
、
権
力
奪
取
に
倭
少
化
さ
れ
る
政
治
闘
争
の
否
定
、
社
会
関
係
の
根
源
的
な
変
革
を
求
め
る
社
会
闘
争
の
全
面
化
、
大
衆
の
自
発
性
へ
の
信
頼
、
外
部
か
ら
の
指
導
の
拒
盟、連合間で（
といってよい。
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その革命的組合主義との最大の相違は、「意識せる少数看」が「眠れる大衆」を「ゼネストを理想とする直接行動」
をつうじて「覚醒せしめる」、という行動様式の否定にある。すでにふれたように、ＣＦＤＴは「伝導ベルト」論に
通
底
す
る
前
衛
と
大
衆
、
指
導
者
と
被
指
導
者
の
図
式
を
拒
否
し
て
い
る
。
ま
た
「
統
一
し
た
革
命
的
ゼ
ネ
ス
ト
」
と
、
そ
の
あ
と
につづく「選挙での偉大な勝利」によって、ある日突然「切断の日」が来て、「新しい社会」が到来するという
、
、
、
考えをとらない。メール書記長は、一」うした考えは、「一一○世紀初頭以降、労働運動の発展をはばんできた危険な
℃
℃
 
（Ⅳ） 
考え」であるとする。なぜなら「全員結集」のストライキに大衆を動員する「総体化」ストライキは、不満分子を
結集し、世間の注目を呼ぶ。だがこのような抽象的で不明確な「統一化」要求は、交渉をつうじて成果をうる機会
を逸せしめるのである。したがってＣＦＤＴは、「重要な諸結果を積糸重ねていくことによる漸進的な発展」を選
（旧）
び、「総体化」ストに替塵えて「多様化」ストを対置する。またしばしば「抗議行動」にとどまることになる、上か
ら与えられたスローガンの合唱に終始する全国統一行動をいきなり大衆的に提起するのではなく、職場の日常的要
否
、
直
接
行
動
、
直
接
民
主
制
、
連
合
主
義
等
々
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
伝
統
と
プ
ル
ー
ド
ン
以
来
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
結
合し合ったこの革命的組合主義は、何よりも政党からの完全独立をその最大の特質とする。この点で、労働者政党
との有機的関係を保つイギリスの組合や、それより弱いがベルギー、西ドイツの組合と、また共産党への従属を特
徴
と
す
る
、
「
レ
ー
ニ
ン
型
」
組
合
と
、
大
き
な
相
違
を
な
す
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
あ
き
ら
か
に
こ
の
革
命
的
組
合
主
義
の
伝
統
を
う
け
（焔）
している」と主張する。
つぐものである。
だ
が
、
メ
ー
ル
｛
（焔）
だが、メール書記長は、ＣＦＤＴが「フランス労働運動に独自なすべてこの伝統に忠実である」と認めつつＪも、
「現存の一一一つの型の労働組合に比較して、わが連合は、第四のものを、すなわち新しい型の組合運動の建設をめざ
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求
か
ら
出
発
し
て
、
工
場
、
産
業
、
地
域
へ
と
拡
大
し
て
全
国
段
階
へ
と
い
た
る
積
ゑ
上
げ
方
式
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
労
使の力関係を秤量し、当面交渉による成果を挙げうる「提案活動」（四ｓ・ロュの口・ロ・塁・ロ）たるべきだ、と主張す
（ｐ） 
る。行動と交渉との結〈口、分権化された多様な行動と交渉との結合こそが、ＣＦＤＴの行動原理なのである。
ま
た
革
命
的
組
合
主
義
と
の
相
違
の
第
二
点
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
が
政
党
お
よ
び
政
府
の
存
在
を
明
確
に
認
め
て
い
る
点
に
あ
る
。
メ
ー
ル
書
記
長
は
「
左
翼
の
諸
政
党
が
共
同
し
て
政
府
を
運
営
す
る
手
段
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
は
彼
ら
の
分
野
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
政
党
（卯）
が
「
未
来
社
会
の
組
織
者
」
と
し
て
「
本
質
的
か
つ
代
替
ざ
れ
聾
え
ぬ
役
割
」
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
政
党
か
ら
の
自
律
を
求
め
、
国
家
権
力
の
奪
取
に
収
敏
さ
れ
る
政
治
闘
争
を
否
定
し
、
社
会
的
諸
関
係
の
全
面
的
変
革
を
主
張
し
つ
つ
も
、
政
党
お
よ
び
国
家
の
存
在
を
承
認
す
る
点
で
、
革
命
的
組
合
主
義
の
原
理
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
面
で
の
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
行
動
様
式
は
、
二
○
世
紀
初
頭
に
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
内
部
の
少
数
派
と
し
て
活
動
し
た
印
刷
工
組
合
を
中
（皿）
心とする「改良的組合主義」（の『ロ」宮一言の壁・目の【）にきわめて近いものといえよう。
さてメール書記長は、革命的組合主義には、「他を管理する」（ぬの島・目目の）傾向がみられたのに対して、ＣＦＤ
（、）
Ｔは、「みずからを管理する」（目〔・‐ぬの吻威・ロロ巴局の）という点で決定的に異なる、と指摘している。六八年五月一六
（羽）
日、ＣＦＤＴは、「産業と行政の君主制に替塵えて、自主管理を基礎にする民主主義の構造を据えねばならない」と
宣
言
し
た
。
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
労
働
組
合
連
合
組
織
に
よ
る
自
主
管
理
の
公
式
表
明
の
最
初
で
あ
る
。
六
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
「
進
化
」
は
、
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
ゑ
て
き
た
革
命
的
組
合
主
義
の
伝
統
を
再
発
見
す
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
自
主
管
理
社
会
主
義
像
を
模
索
す
る
努
力
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
時
代
に
生
じ
た
決
定
的
な
「
進
化
」
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
よ
う
な
労
使
闘
争
の
外
か
「新しい世代」の流入
フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
たずイ化レノレ労社労理て。。。Ⅱ､ｌ、、’＝1八’二０9－＿
759 
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
活
動
家
層
に
お
け
る
世
代
間
、
な
い
し
は
人
間
同
志
の
融
合
を
す
す
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
運
動
が
た
え
ず
Ｃ
Ｇ
Ｔ
に
対
し
て
少
数
者
の
位
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
危
機
意
識
の
影
響
と
な
ら
ん
で
、
組
合
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ら
の
衝
撃
を
受
け
と
め
て
す
す
め
ら
れ
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
も
こ
の
伝
統
に
忠
実
に
、
六
八
年
五
月
の
ミ
リ
タ
ン
、
す
な
わ
ち
新
左
翼
や
ゴ
ー
シ
ス
ト
（
最
左
翼
）
の
学
生
や
青
年
労
働
者
を
大
量
に
迎
え
入
れ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
「
革
命
化
」
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
に
接
木
さ
れ
た
社
会
民
主
主
義
の
う
え
に
、
革
命
的
組
合
主
義
が
ふ
た
た
び
接
木
さ
れ
、
そ
の
基
盤
に
立ってＣＦＤＴは新しい自主管理社会主義像の探求にむけて歩みをはじめるのである。
この「新しい世代」のまったく新たな属性は、かつての活動家とは異なり、「キリスト教社会運動の原型を通過し
（型）
て
い
な
い
」
点
に
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
決
定
的
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
基
層
に
素
直
に
根
を
は
や
し
え
た
理由は、すでに六○年代の「再興」を中核とする「少数派」の活動のなかで、「独自の社会学的正当性の意識」と、
（路）
労働運動の伝統を相対化しうる「歴史的再発見」とが獲得されていたためである。それはネオ・フェピァニストらの
社会民主主義者の著作の研究とならんで、レーニン主義や東欧共産主義の立場を離れた歴史的文献を学び、自由な
労働運動史をひもといてきた経験による。とりわけローザ・ルクセンブルグによるロシア批判や、フェルナン。。ヘ
ル
ー
テ
ィ
ェ
の
革
命
的
組
合
主
義
に
関
す
る
理
論
書
、
ま
た
プ
ル
ー
ド
ン
ら
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
著
作
が
広
く
読
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
レーニン主義的共産主義の相対化、ないしは西欧社会民主主義やアナーキズム、非ロシア的マルクス主義の「合法
化
」
に
よ
っ
て
、
通
例
フ
ラ
ン
ス
の
非
共
産
党
系
知
識
人
や
活
動
家
に
刻
印
さ
れ
る
「
共
産
党
へ
の
罪
の
意
識
と
イ
ン
フ
ェ
リ
オ
リ
テ
（配）
イ
ー
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
か
ら
ま
っ
た
く
自
由
で
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ー
シ
ス
ト
は
、
こ
こ
に
六
八
年
五
月
の
嵐
の
な
か
で
ゑ
ず
か
ら
が
発
し
た
の
と
ま
っ
た
く
同
質
の
問
い
か
け
が
、
す
で
に
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
伝
統
の
な
か
に
連
綿
と
脈
打
っ
て
い
る
事
実
を
発
見
し
760 
を
積
極
的
に
作
り
出
す
た
め
の
非
公
式
の
作
業
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
こ
と
に
あ
る
。
七
○
年
以
後
は
、
新
た
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
グループ」と「総合グループ」とが生まれ、一月一回、二、一一一ページの作業ノートをテクストに、ソ連分析や階級
闘争などについて、議論をおこなっている。もちろん連合内にはいくつかのイデオロギー潮流がふられるにせよ、
それが激しい分派抗争への道をたどらない理由は、すでに「再興」の展開を論じた際にも指摘したように、ＣＦＤ
Ｔ
を
構
成
す
る
活
動
家
の
心
性
（
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
）
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
一
枚
岩
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
画
一
主
義
を
排
し
、
つ
ね
に
開
か
れ
た
多
様
性
を
尊
び
、
問
題
を
相
対
化
し
て
相
互
理
解
を
可
能
に
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
っ
か
り
と
構
造
化
さ
れ
た
教
義
の
体
系
に
依
拠
し
、
い
か
な
る
議
論
、
い
か
な
る
話
題
に
つ
い
て
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
稻
為
と
弁
じ
（幻）
立てる共産党やＣＧＴの活動家と比べると、彼らはいかにも「ぴくぴく」し、「もろい」印象を与慶える。また組合
の
ビ
ラ
配
り
や
、
ポ
ス
タ
ー
貼
り
で
は
遅
れ
を
と
り
や
す
い
。
あ
る
現
場
労
働
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
現
在
経
済
危
機
の
深
ま
る
な
か
で
、
労
働
現
場
で
は
主
と
し
て
規
準
外
の
臨
時
工
や
移
民
労
働
者
か
ら
な
る
不
熟
練
単
能
工
（
Ｏ
Ｓ
）
に
た
い
し
て
、
本
工
で
あ
る
技
能
工
層
Ｓ
Ｐ
）
か
ら
性
交
に
し
て
陰
湿
な
差
別
的
言
辞
が
（躯）
は
か
れ
る
事
態
が
拡
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
本
工
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
や
共
産
党
員
で
あ
る
と
い
う。ＣＧＴは組合員の現場労働者の利益の擁護という、いわば可視的な「現場労働者主義」に立ち、その結果比較
的
位
階
制
を
認
め
る
体
質
を
も
つ
。
こ
れ
に
反
し
て
、
す
で
に
承
た
よ
う
に
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
こ
う
し
た
労
働
者
間
の
対
立
を
深
め
る
職
制、賃銀位階制の廃止を主張する徹底した平等化をその原理としており、文化革命をも含む社会的諸関係全体の変
革をめざしている。ここでこうした達成すべき目標の差異を想起してもよいだろう。
さ
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
活
動
家
の
特
質
を
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
①
大
理
論
家
た
ろ
う
と
し
な
い
。
②
Ｃ
Ｇ
Ｔ
か
ら
の
移
入
者
は
い
る
が
、
か
つ
て
共
産
党
に
属
し
た
も
の
は
い
な
い
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
運
動
組
織
の
な
か
で
は
稀
有
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な
現
象
で
あ
る
。
③
非
教
育
的
な
意
志
形
成
の
や
り
方
。
古
典
的
な
知
識
の
伝
達
で
は
な
く
、
集
団
的
探
求
が
重
視
さ
れ
る
。
④
折
衷
主
義
の
優
越
。
つ
ね
に
現
実
の
思
想
に
耳
を
か
た
む
け
、
た
と
え
ば
人
類
学
な
ど
の
成
果
を
積
極
的
に
学
ん
で
い
る
。
「
労
働
者
化
」
と
「
知
識
人
化
」
と
の
並
存
を
、
こ
こ
で
も
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さてＣＦＤＴの組合員一般についての社会・職業的な特質を一瞥しておこう。
ま
ず
組
合
員
の
民
間
、
公
共
の
各
部
門
の
構
成
比
の
変
化
を
み
る
と
（
表
と
、
一
貫
し
て
前
者
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
○
年
代
に
そ
の
伸
び
率
は
も
っ
と
も
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
か
ら
七
三
年
ま
で
の
一
一
四
年
間
に
組
合
員
数
を
も
っ
と
も
増
大
さ
せ
た
部
門は、四・八倍の金属を筆頭に、一一一・六倍の化学、三・一一一倍の建設などとつづく民
間基幹工業部門であり、食品（二・九倍）、皮革（一・四倍）、繊維などの伝統産業部
門では伸び率は低かった。他に農業一一・六倍、公務員一一・二倍となっているが、後
（羽）
者のうち医療。社会保障は四・八倍という一伺い伸びをしめしている。現在の時点で
ＣＦＤＴの影響力が相対的に高まっている部門は、金属、衣料・皮革・繊維（国四・三の〆）、
化学、鉄道、電気・ガス、などであり、相対的に弱い部門は、建設、食品、運輸で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
支
配
力
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
印
刷
や
港
湾
の
労
働
者
の
あ
い
だ
にもかなり進出している。
労働力範祷の構成をふると（表２）、現場労働者の比率は三割を割り、次第に低下
傾
向
に
あ
る
の
に
反
し
て
、
幹
部
（
カ
ー
ド
ル
）
が
か
な
り
急
速
な
伸
び
を
み
せ
て
三
割
を
越
え
表１民間と公共部門の間の組合員構成
(単位：％）
1950 1960 1969 1971 
民間
公共
その他
48.71 51.78 58.72 59.48 
46.34 47.19 40.90 39.95 
4．９５ 1．０３ ０．３８ 0．５７ 
100 100 100 100 
出典：Lozier,ＬａＣＦＤＴｅｎｃｈｉＨｒｅ,ｉｎＪ，ESPγが，ｍａｒｓ 1980,ｐ、１９
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ろ
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
職
員
（
事
務
労
働
者
）
と
技
能
職
員
・
職
長
層
と
を
合
わ
せ
て
ほ
ぼ
四
割
で安定している。ＣＦＤＴは、このように現場労働者の占める比重が相対的に低い点
が
大
き
な
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
た
ん
に
カ
ト
リ
ッ
ク
労
働
組
合
の
伝
統
に
帰
さ
れ
る
（釦）
わけではない。六○年代の一同度成長期にすすんだ、「新しい労働者階級」の登場をあ
らわすものでもある。技術革新のオートメーション化によって技能職員（テクーーシャ
（弧）
ン）が大量に生れたが、同時に現場の技能工（ｏＰ）も次第に技能職員化していき、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
内
部
で
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
両
者
の
範
嬬
的
区
別
や
階
層
意
識
の
格
差
は
ほ
と
ん
どみられなくなった。たとえば、かつてＣＦＴＣ内でみずからを技能職員（テクーーシ
ャ
こ
の
連
盟
と
考
え
る
傾
向
の
み
ら
れ
た
化
学
連
盟
は
、
今
日
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
全
体（犯）
の七四筋のものが現場労働者に、だが上級現場労働者に、数婆えられるにいたっている。
これに反してカードル、幹部層（主として中級管理職）の立場は複雑である。たとえ
ば失業手当六カ月（労働者は二ヵ月）などのようにもともと多くの特権を有する幹部層
は、ＣＧＣ（カードル総連合）という独自の階層的利益の擁護を目ざす組合を有してい
る。位階制構造に対する闘争をいみする自主管理の方向にむけて、全幹部層とまでは
いわないにせよ、少くとも命令部門の幹部職員や職制を組織することは困難であろ
う。ＣＦＤＴは、これにたいして労働運動の目的が労働範蠕の特権擁護にあるのでは
な
く
、
賃
労
働
者
全
体
の
条
件
を
引
き
あ
げ
、
新
し
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
だ
、
と
訴
え
て
い
る。だが同時に、幹部職員の特殊性をも認めている。その職能形成や能力や集団への
表２労働力範鴫の構成
(単位：％）
1979 1973 1976 
現場労働者
職貝
技術者・職長
幹部(カードル）
２
１
９
５
 
３
２
１
２
 
2７ 27.5 
22.0 25.2 
16.1 17.5 
30.6 2８ 
出典：Ｚ６ｊｄｐ､２４
763フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
貢
献
に
よ
っ
て
、
正
し
く
遇
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
搾
取
と
支
配
の
廃
絶
を
め
ざ
す
新
し
い
社
会
建
設
の
た
め
の
闘
争
を
、
他
の
労
働
者
と
連
帯
し
信
頼
し
あ
い
つ
つ
と
も
に
闘
お
う
、
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
ー
ル
書
記
長
ら
の
指
摘
に
よ
れ
ば、ＣＦＤＴの活動家の一部には、現存社会の機構を客観的に分析するよりも、命令を下す人間の人身攻撃に走る
（鋼）
傾
向
が
ふ
ら
れ
、
こ
う
し
た
誤
り
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
に
よ
る
幹
部
層
の
組
織
化
が
停
滞
し
て
い
る
、
と
い
う
。
いずれにせよ、自主管理社会の目標には、「生涯教育」（｛・圓昌・口己の目目の貝の）、や「個性の充実」（の目・言、の日の貝
（狐）
でｑｍ・ロロの一）が可能となり、各人の熟練獲得が保証される条項が含まれねばならない。それはＣＧＣや、またＣＧＴ
さ
え
も
が
、
依
拠
し
て
い
る
位
階
制
に
も
と
づ
く
特
権
擁
護
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
な
解
放
を
求
め
る
あ
ら
ゆ
る
層
の
労
働
者
の
結
集
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
八
年
以
降
、
従
業
員
五
○
人
以
上
の
企
業
に
お
い
て
企
業
委
員
会
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
三
年
ご
と
に
選
挙
が
お
こ
な
われる。この選挙におけるＣＦＤＴの挙げた結果は、表３にあきらかである。一般にＣＧＴが四一一’四三％、ＣＦ
（鍋）
Ｄ
Ｔ
が
一
七
’
一
八
＄
、
Ｆ
Ｏ
が
九
’
一
○
％
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
安
定
し
た
平
均
値
で
あ
っ
た
。
さ
て
こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
企
業
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
影
響
力
が
高
ま
る
。
第
二
に
、
現
場
労
働
者
、
職
員
層
の
あ
い
だ
で
、
ほ
ぼ
二
割
ず
つ
の
支
持
を
収
め
て
お
り
、
七
四
年
以
降
は
、
幹
部
層
に
も
か
な
り
の
影
響
力
を
及
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
地
域
分
布
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
き
わ
め
て
明
瞭
に
読
ふ
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
部
、
東
部
の
カ
ト
リ
ック
地
帯
で
強
く
三割程度にたっし、中世以来の異端のカタリ派の伝統の強い地中海に面した南部地方は「赤いバル
コ
ニ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
き
わ
め
て
進
出
度
が
低
い
。
ま
た
。
く
り
と
そ
の
周
辺
も
伝
統
的
に
弱
い
地
方
で
あ
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
時
代
に
は、、くり市部の職員や公共部門には強い地盤をもっていたものの、現在郊外の小規模工場が密集する地帯では、
（妬）
「
赤
い
ベ
ル
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
だ
け
に
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
圧
倒
的
影
響
下
に
あ
る
。
764 
企業委員選挙におけるＣＦＤＴの得票率
表３－１企業規模別結果
(単位：％）
従業員数 1974 1977 1968 1971 
13.2 
14.0 
17.9 
18.6 
22.8 
11.2 
13.1 
16.6 
18.3 
18.7 
14.2 
15.7 
20.3 
22.9 
25.5 
５０～100 
101～200 
201～500 
501～1,000 
1,000以上
12.4 
13.2 
18.2 
20.4 
24.6 
出典：ＩＤ〃．ｐ,２０．
表３－２労働者範鴫別結果
(単位：％）
1968 1971 1974 1977 
現場労働者
職負
幹部(カードル）
19.7 
16 
19.4 
17.6 
11 
19.5 
18.2 
21.0 
19.2 
13.1 
合 計 19.3 1８．９ 18.0 19.2 
出典：１６Ｍ
表３－３地域別結果
(単位：％）
1968 1９７１ 1974 1977 
Alsace 
FrancheComt6 
PaysdelaLoire 
Bretagne 
R6gionParisienne 
Poitou 
Aquitaine 
Midi-Pyr6n6es 
Limousi、
34.2 
28.5 
33.6 
27.7 
31.3 
26.4 
33.4 
34.1 
31.1 
25.4 
33.9 
26.1 
30.1 
29.5 
33.5 
30.9 
14.7 
14.4 
13.9 
７．５ 
23.3 
18.1 
13.2 
３．６ 
13.2 
14.7 
16.1 
６．３ 
18.3 
18.0 
16.5 
３．９ 
出典：１６〃．
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さ
て
つ
ぎ
に
組
合
員
の
政
党
加
入
率
を
承
る
と
（表４）各年の変動が激しいことと、共産党
の影響がほとんどみられない点に注目してよ
い。社会党員の比率は、’九七四年に、社会
党、統一社会党】とともにＣＦＤＴが加って
「社会計画」（勺旦の芹の。。】四一）を発表したのち
に、活動家の一部が大量に入党したことによ
って生じたが、七八年三月の総選挙において
共同政府鋼領を掲げる左翼が破れて以降、社
共の分裂が深まり、ＣＦＤＴも政治偏重路線
を自己批判した。このために社会党を離れる
活動家が増大したのである。他方きわめて弱
少な最左翼政党である統一社会党が、なお無
視しえぬかなりの比重を保っている事実は、
この連合の「革命化」をしめす一つの指標と
いってよい。しかしすでにふれたように「二
重帰属」を排する伝統を守って、連合指導部
には政党員は存在しない。他方中央役員一六
表４組合員の政党加盟率
(単位：％）
1979 1976 1973 
社会党
統一社会党
最左翼組織
共産党
その他
19.7 23.2 10.5 
４
９
１
４
 
●
●
●
●
 
６
３
１
２
 
10.6 12.8 
１ 
２
７
３
 
●
●
●
 
６
０
０
 
33.5 41.0 計合 27.4 
出典：Ｚ６ｉｃＺｐ． 2４ 
貝の出自表５大会代議
(単位：％）
1979 1976 
他の組合からの移入者
（::illbMj,篭）
非移入者
20.1 ２６．５ 
(lii;） 
７３．５ 
(li6） 
76.4 
100 100 
出典：１ＭＪ．
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そして最後に組合員数の推移をゑておくと、表６、
’
３
０
７
２
１
７
５
９
 
俶川伽Ｍｌ
の一川朋肌Ⅲ叩ｎＭ別
表７のごとくである。ここで注目される点は、まず第
、
’
６
７
７
８
８
９
９
８
’
’
６
７
７
７
’
 
，
，
，
７
’
 
８皿皿ⅦⅢ趾ⅢⅡ趾｜大一Ⅶ加川Ⅶ
一
に
一
九
六
四
年
、
六
五
年
に
大
幅
な
落
ち
込
承
が
し
め
さ
れ
移
皿
》
》
》
》
》
》
》
》
Ⅶ｜研研門》
ている事実であり、これはＣＦＤＴへの転身に直面し、雌ｑ》》》》》》》》
７
７
７
７
７
７
７
７
 
１
２
３
４
５
６
７
９
 
数一ＭＭＭ加
数
な
お
宗
教
色
を
護
ろ
う
と
す
る
保
守
派
が
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
を
守
っ
て
指員
分裂したためである。第二には、一九六八年以降急速船
Ⅲ０Ｍ柵ⅢＭ川棚｜川船川柵柵川川一
な組合員の伸びがみられたことである。年間一一一万人、
７
０
３
２
２
２
４
５
・
８
１
６
１
１
・
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｕ
Ｉ
〃
７
ｍ
”
四
，
，
・
３
８
９
９
０
０
．
 
年率ほぼ四、五％というきわめて一戸向い比率であった。表
叩
叩
、
、
叩
加
叩
叩
６
卵
》
“
鎚
函
函
“
函
Ⅲ
表
一
》
》
》
》
》
Ｉ
｜
》
》
》
》
》
》
》
》
Ⅱ
、
恥恥孵蝿蝿俶
そ
れ
は
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
「
革
命
化
」
に
対
応
し
た
、
労
働
運
動
の
９
８
３
４
５
７
８
０
ｊ
 
肥
肌
冊
朋
冊
朋
朋
町
出
上昇局面をあらわすものといってよい。だが第三に、
一九七七年には組合員の伸びは止まり停滞し、七八年からかなり大幅な落込糸をふせはじめた事実は、きわめて重
要である。この点の詳しい分析は別稿にゆずるが、七四年の石油危機にはじまる世界的な不況がつづくなかで、七
七年以降フランス労働運動が危機の局面をむかえたことを示唆しているのである。
自
主
管
理
社
会
主
義
像
の
模
索
名中八名、地方支部長九六名中八八名ものものが共産党員であり、九、九一三の共産党細胞を誇っているＣＧＴと
は、まったく対照的である。
大
会
代
議
員
と
な
っ
た
活
動
家
層
の
前
身
を
承
る
と
（
表
５
）
、
約
四
分
の
一
弱
が
他
組
合
、
と
く
に
Ｃ
Ｇ
Ｔ
か
ら
移
っ
た
も
の
で
あ
ることがわかる。
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この新たな歩承が六○年代末に必然化された基本的な条件は、二つある。一方で「伝統的左翼の文化的台座が崩
壊
し
、
そ
の
制
度
的
動
脈
硬
化
が
生
じ
た
こ
と
」
に
よ
り
、
他
方
で
「
女
性
、
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
小
数
民
族
な
ど
の
独
創
的
な
社
会
運
動
が
広
か
っ
た
こ
と
」
に
よ
る
。
そ
し
て
「
古
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
帆
か
ら
の
脱
出
を
可
能
に
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
新
た
な
文
化
の
（師）
地
平
を
拡
大
す
る
」
た
め
に
払
わ
れ
た
努
力
こ
そ
が
、
自
主
管
理
社
会
主
義
像
模
索
の
歩
承
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
古
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
唖
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
型
、
あ
る
い
は
レ
ー
ニ
ン
的
な
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
栓
桔
を
さ
す
。
（犯）
な
に
よ
り
も
全
体
主
義
へ
と
向
う
、
そ
の
体
質
的
な
危
険
性
を
、
メ
ー
ル
書
記
長
は
鋭
く
暴
き
出
す
。
「共産主義と社会主義とのあいだに存在する大きな相違は、共産主義が統一した、静護な、それゆえユートピア的な社会を
め
ざ
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
共
産
主
義
が
絶
え
ず
全
体
主
義
へ
と
向
う
傾
向
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
説
明
が
つ
く
。
だ
が
社
会
主
義
は
そ
う
で
は
な
は、「ゴーシ
を開始した。
そ
し
て
未
来
を
冷
徹
に
見
据
え
る
、
彼
の
社
会
主
義
像
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「われわれは理想社会の存在を信じない。われわれがイメージするのは、より深化された自主管理へと絶えず向いつつある、
そういう社会としての社会主義である．．…．。そしてそれは一つの統一された社会をいゑするのではない。明日の社会はあい変
らず紛争の社会であろう。これらの紛争があきらかにされ、そして各人が決定に参与しうる手続、交渉、契約をとおして、そ
の紛争の解決がはかられるようにすること。それだけである。だがこの違いは大きい。完全に統一された、透明で静論な社会
を望むことは、全体主義に向う危険をおかすことに他ならない。それは、まさに紛争処理の制度を恒久のものとして承とめる
形で民主主義を主張する自主管理社会主義とは、まったく相反するものである。」
ＣＦＤＴは、キリスト以来のヨーロッ．〈の長い歴史をとおして連綿と生きのびてきた千年王国の見果てぬ夢をき
六
八
年
五
月
の
嵐
の
な
か
で
、
「
自
主
管
理
を
基
礎
に
す
る
民
主
主
義
の
構
造
を
据
え
る
」
決
意
を
は
じ
め
て
宣
言
し
た
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
、「ゴーシスト」（最左翼）らの活動家も迎え入れて、自主管理社会主義（い・昌房目の“員。、の島・口三円の）の理論構築
い◎」
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っばりとあきらめ、また最後の鐘が鳴って無葛藤な現想社会が倒来する、というマルクス主義の楽観論の定式に逃
げ込むことを拒否する。ＣＦＤＴのめざす自主管理社会主義とは、一つの窮極目標としての理想、「彼岸の社会主
義
」
な
の
で
は
な
く
、
搾
取
、
支
配
、
疎
外
か
ら
の
人
間
の
普
遍
的
解
放
を
不
断
に
す
す
め
て
い
く
、
「
目
的
達
成
の
た
め
の
足
取
り
」
に他ならない。「比岸の社会主義」ということができよう。
従
来
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
は
、
所
有
の
社
会
化
に
力
点
を
お
か
ぬ
と
い
う
理
由
で
、
自
主
管
理
社
会
主
義
を
改
良
主
義
と
み
な
し
て
き
た
が
、
七
四
年
以
来
、
と
り
わ
け
七
七
年
以
降
は
、
次
第
に
こ
の
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
「
共
産
党
は
実
現
さ
れ
た
社
会
主
義
と
し
て
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
国
家
の
衰
弱
化
の
現
代
版
と
し
て
、
自
主
管
理
を
採
用
し
て
い
る
。
」
「
自
主
管
理
を
窮
極
の
段
階
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
今
日
の
行
動
と
実
践
の
な
か
に
何
の
変
化
も
含
め
な
い
。
」
自
主
管
理
に
よ
っ
て
「
今
日
か
ら
た
だ
ち
に
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
市
民
社
会
を
強
化
せ
し
め
、
国
家
権
力
の
制
限
を
は
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
そ
の
な
か
で
社
会
の
発
（羽）
展
を
集
団
的
に
指
導
し
て
い
く
こ
と
を
、
可
能
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
そ
し
て
「
革
命
か
改
良
か
の
古
い
ジ
レ
ン
マ
か
ら
抜
け
（側）
（虹）
出
」
て
、
「
避
け
ら
れ
ぬ
妥
協
を
最
大
限
自
覚
的
に
お
こ
な
う
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
明
確
な
方
向
づ
け
を
与
些
え
う
る
も
の
で
な
け
出
」
て
、
｜
避
け
ら
れ
ぬ
要
ればならないのである。
そ
の
「
目
的
達
成
の
た
、
そ
の
「
目
的
達
成
の
た
め
の
足
取
り
」
を
担
う
こ
と
に
な
る
労
働
者
階
級
と
は
、
も
は
や
「
経
済
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
立
脚
し
た
古
典
的
階
級
理
論
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
。
エ
ド
モ
ン
・
メ
ー
ル
は
、
か
つ
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
が
労
働
者
階
級
を
明
確
に
定
義
し
た
こ
と
は
な
く
、
闘
争
を
担
う
す
べ
て
の
も
の
、
資
本
主
義
と
闘
う
必
然
を
自
覚
し
た
す
べ
て
の
も
の
を
労
働
者
階
級
と
承
な
し
た
、
と
指
摘
（狸）
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
「今日われわれは、正確には、労働者階級が賃労働者の枠組さえは承出している、と言うことになろう。資本制によって疎
外され、搾取され、それゆえ労働の形態や、賃労働者か否かにかかわりなく、事態を変えるために闘おうと決意した現代社会
769フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
に生きるすべてのものが、そこに含まれる。したがってこのようにきわめて幅広く労働者階級を定義すれば、われわれが提起
する同盟の問題は、決して、厳密ないふでの労働者階級を中核とした結集、という形をとるのではない。そうではなく、まず
は
じ
め
に
、
当
然
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
代
表
す
る
階
層
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
、
つ
い
で
人
々
の
な
か
の
支
配
さ
れ
て
い
る
階
層
に
、
彼
ら
が
す
べ
て最終的には搾取され、疎外されていることを、そしてわれわれが苦しんでいる資本主義の権威主義的な社会に対決して最大
限の行動に出るべきことを、自覚せしめる行動、という形をとるのである。」
そ
れ
ゆ
え
「
労
働
者
階
級
と
は
、
闘
争
か
ら
出
発
し
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
」
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
徹
底
し
た
行
動
へ
の
準
拠
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
共
産
主
義
の
全
体
主
義
的
傾
向
と
は
、
何
よ
り
も
そ
の
集
権
構
造
に
由
来
す
る
。
メ
ー
ル
書
記
長
は
い
う
。
「
終
局
的
に
は
分
ニ
ク
テ
イ
－
夕
権
化
を
め
ざ
す
、
と
の
あ
て
に
な
ら
ぬ
口
約
束
を
信
じ
て
、
経
済
の
国
家
管
理
的
集
権
化
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
企
て
を
、
た
と
え
過
（佃）
渡段階としてざ鱈え、受け入れることは、いかなるぱあいにもわれわれには決してない。」そして、「社会主義を自称
す
る
国
々
の
大
部
分
に
お
い
て
、
現
在
集
権
的
国
家
管
理
的
モ
デ
ル
が
支
配
的
で
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
に
対
置
す
る
自
主
管
理
社
会
主
（“） 
義像をつぎのように提一不する。
．
、
労
働
者
自
身
に
よ
る
確
力
の
漸
進
的
接
収
。
一
、
構
想
し
あ
る
い
は
指
導
す
る
も
の
と
、
実
行
す
る
も
の
と
の
あ
い
だ
の
切
断
を
止
揚
す
る
。
一、不平等をふたたび問題にする。
一、今日では国内の諸集団から孤立している、企業の同職組合主義の打破。
一、発展の型を変える。」
要するに、古いイデオロギーの範からの解放をめざすいまだ不定形の自主管理社会主義とは、彼岸の社会主義で
は
な
く
比
岸
の
社
会
主
義
で
あ
る
。
窮
極
の
社
会
主
義
で
は
な
く
、
今
日
の
社
会
主
義
で
あ
り
、
実
現
さ
れ
た
社
会
主
義
で
は
な
く
、
（妬）
「
歩
永
つ
つ
あ
る
」
社
会
主
義
で
あ
る
。
自
由
を
実
現
す
る
社
会
主
義
で
は
な
く
、
自
由
と
と
も
に
あ
る
社
会
主
義
で
あ
り
、
差
異
へ
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（灯）
の権利を不可欠のｊものとする社会主義であり、行動の社会主義である。ユートピアではなく一つの必要（ロの・肝切斥）（蛤）
で
あ
る
。
そ
し
て
「
革
命
か
改
良
」
か
の
不
毛
な
ジ
レ
ン
マ
へ
の
解
答
で
あ
り
、
そ
の
誤
っ
た
選
択
を
乗
ｈ
／
越
え
る
「
実
験
の
戦
略
」
二
タ
テ
イ
ス
ム
であり、「無政府主義か国家管理主義か」の罠にはまった選択を乗り越える、市民社会と国家とのあいだに第一この
（⑫） 
社会空間、「政治社会」を創出しようとする試みなのである。
自
主
管
理
論
の
発
展
段
階
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
主
管
理
論
の
歴
史
は
せ
い
ぜ
い
二
○
年
に
す
ぎ
な
い
。
六
○
年
代
初
頭
か
ら
主
と
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
企
業
管
理
の
形
態
を
し
め
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
自
主
管
理
」
が
、
真
に
政
治
的
な
い
み
を
付
与
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
一
九
六
八
年
五
月
以
降
だ
か
ら
で
あ
る
。
（卯）
ロザンヴァロンは、自主管理論の発展段階を三期に分けた。それは六八年から七一一一年までの「告発」の時代、七
三
’
七
四
年
か
ら
七
七
年
ま
で
の
「
自
主
主
義
」
の
時
代
、
そ
し
て
七
七
年
以
降
の
「
具
象
化
」
の
時
代
で
あ
る
。
第
一
期
は
、
自
主
管
理
が
何
よ
り
Ｊ
も
六
八
年
五
月
の
闘
争
の
な
か
で
、
高
度
工
業
社
会
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
と
ビ
ュ
ー
ロ
ク
ラ
シ
ー
の
拒
否
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
絶
対
自
由
的
拒
否
と
し
て
の
自
主
管
理
、
反
管
理
と
し
て
の
自
主
管
（皿）
理、支配の諸要素への否定の意志としての自主管理であった。そしてこの凸口主管理論の登場が、いかなる理論的な
省
察
に
Ｊ
も
も
と
づ
く
こ
と
な
く
、
青
年
や
労
働
者
の
あ
い
だ
で
の
行
動
と
運
動
と
に
依
拠
し
て
い
た
。
こ
の
事
実
が
、
自
主
管
理
論
の
誕
生
期
を
し
め
す
特
質
と
い
っ
て
よ
い
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
六
八
年
六
月
の
総
選
挙
に
お
い
て
左
翼
が
敗
北
し
、
左
翼
政
治
同
盟
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
Ｆ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
が
解
体
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
共
産
主
義
左
翼
陣
営
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
実
体
あ
る
組
織
と
な
っ
た
。
も
は
や
た
ん
な
る
労
働
組
合
組
織
に
と
ど
ま
る
（犯）
ことは許されなくなった。政党や国家権力との関係をめ〈、る試練に立たされたＣＦＤＴは、新しい活動家の血をう
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け入れつつ、革命的組合主義の伝統を再発見していく。そして同時に、自主管理論の告発を運動の基本線のなかに
定
着
さ
せ
る
努
力
を
つ
づ
け
る
。
一八七○年のディジョン大会において、この努力が総括され、はじめて自主管理の定式化がおこなわれるにいた
った。大会で採択された文書は「展望と戦略」と題されるものである。それはＣＦＤＴがはじめて、正面からマル
クス主義の用語を用い、階級闘争の視点から資本主義社会に体系的な分析を加えたものである。経済搾取と政治支
（鍋）
配
と
文
化
疎
外
と
い
う
三
つ
の
基
本
視
角
か
ら
、
資
本
制
社
会
の
全
面
的
批
判
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
「あらゆる領域における資本制に固有な階級闘争をとおして、労働者とその組合組織とは、日常行動において、
一、この文明の型に抗議し、
｜、所有の確利にたいして人間の権利を優先させ、
｜、私的公的を問わず、一膳用者が労働条件を一方的に決定することに反対し、
｜、もう一つの発展の型に適合する力関係の変化を達成するであろう。」
こ
の
反
資
本
主
義
闘
争
の
目
標
が
、
自
主
管
理
の
社
会
の
建
設
で
あ
る
、
と
す
る
。
「ＣＦＤＴにとってこの闘争の最終目標は、資本主義のテクノクラート社会にたいして社会主義と民主主義の社会を代替さ
せ、また男女各人が社会関係、構造、生産と消費の理想型をとおして、自己の個性を自由に建設しうる可能性を保証する社会
を代替させ、それによって、発展と建設の過程を制御することである。それは自主管理の社会である。」
そして「建設すべき社会の三つの特徴」として、「自主管理」、「生産と消費の手段の社会的所有」、「民主的計画化」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
自
主
管
理
社
会
主
義
の
基
本
的
な
要
件
を
こ
の
三
点
に
定
式
化
す
る
が
、
の
ち
に
メ
ー
ル
書
記
長
は
、
「
組
織
の
手
段
の
社
会
的
所
有
」
を
四
点
め
に
あ
げ
、
労
働
者
と
人
民
の
諸
機
関
の
組
織
構
造
が
社
会
化
さ
れ
る
こ
と
が
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展させられていった。
「
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義
社
会
へ
の
決
定
的
な
移
行
を
一
般
に
と
り
ま
く
諸
条
件
を
自
覚
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
自
由
の
形
式
的
あ
る
い
は
法
的
概
念
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
社
会
の
変
革
過
程
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
基
本
的
な
自
由
を
確
保
し
、
か
つ
そ
れ
を
擁
護
し
よ
う
とする意志を有する。暴力的雰囲気が醸生される段階にあっても、それは変らない。」
七一一一’七四年にはじまり七七年までつづく第二期、「自由主義」の時代は、「告発」の土台のうえに、より積極的
（師）
にソ連型モデルの代替として規定される自由の復権を求める新しい社会主義の考震えが深められた時期である。社会
主
義
の
知
的
基
礎
の
再
建
期
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
期
を
と
お
し
て
自
主
管
理
の
課
題
は
、
一
方
で
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ィ
ッ
イ
ン
の
「
収
容所列島」などの著作をはじめ多く証言によって次第に明確になった全体主義批判の全面化と、他方で七三年春に
（犯）
始まったリップ社やフランス・ジョイント社などの生産現場における「自主管理闘争」の展開と、あい呼応して発
（別）
重要だ、としている。だがこれらの定式化は、なお目云体的内容の規定にまでは踏承込んでおらず、この第一期が
「
告
発
」
の
時
代
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
し
め
す
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
大
会
で
は
組
合
員
の
あ
い
だ
に
三
つ
の
潮
流
が
存
在
し
た
。
第
一
に
、
自
主
管
理
に
は
慎
重
な
立
場
を
と
り
、
民
主
的
計
画
化
に力点をおくもの。第一一に基本的には自主管理の主張に近いが、とくに六八年の精神と階級闘争とを盛り込糸たい
（弱）
と願う刊ものがあった。そして結局自主管理路線を掲げる第三の潮流が、大勢を制するにいたった。それは、社会民
主主義者も社会キリスト教に近いｑものｊも、あるいは新左翼に属するｊものＪも、全体主義のあらゆる形態を拒否する、
と
い
う
点
で
は
共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
事
実
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
た
め
の
闘
争
と
い
え
ど
も
、
自
由
を
犠
牲
に
（弱）
してはならない。この声の止むときはなかった。七○年の第一二五回大会はつぎのように宣一一一一口している。
また一九七四年には、社会党、統一社会党とともに、経済成長に替る教育、文化、環境、余暇、科学技術等々の
773フランスにおける新しい労働運動の形成と自主管理社会主義
「多次元の発展」という概念を対置し、自主管理社会主義を志向する、「社会計画」（勺旦の庁の。◎亘）の作成に加わ
（調）
った。さらに社会主義左翼の結集による「社会主義のための大会」（旧の⑫缶の、』の①§・貝］ｏの・・三の日の）にも、積極的に
参
加
し
た
。
こ
れ
以
降
、
自
主
管
理
は
戦
線
を
拡
大
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
論
争
の
主
要
な
基
軸
の
一
つ
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
を
契
機
に
、
す
で
に
先
節
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
一
部
の
活
動
家
が
多
数
社
会
党
に
入
党
す
る
に
い
た
っ
た
。
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
の
革
命
的
組
合
主
義
の
原
理
で
あ
る
、
政
治
か
ら
の
自
律
が
後
退
を
ふ
せ
た
興
味
深
い
一
例
と
な
ろ
う
。
（印）
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
こ
の
「
自
由
主
義
」
の
時
期
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。
「まずはじめに、絶対自由型の要求を掲げる社会運動と結合した自主管理は、この時期に、自由主義と一致する諸課題（国
家への不信、市民社会の自律など）に染めあげられていく。……本質的なことは、それゆえ、国家と市民社会とのあいだの方
法論的、政治的区分をおこない、紛争なき社会というヴィジョンから身を離し、また古典的社会主義の伝統である経済主義を
乗り越えることによって、非全体主義的社会主義を構想することである。」
最
後
に
七
七
年
以
降
の
第
三
期
は
「
具
象
化
」
の
時
代
と
規
定
さ
れ
る
。
た
ん
に
先
立
つ
二
つ
の
期
間
の
総
合
の
時
期
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
を
越
え
た
よ
り
実
践
的
、
よ
り
知
的
な
具
象
化
の
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
要
請
し
た
条
件
は
二
つ
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
一
九
七
八
年
の
総
選
挙
を
ひ
か
え
、
社
共
の
共
同
政
府
綱
領
が
実
現
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
と
、
他
方
で、七四年の石油危機以降、フランス経済の危機的状況が次第に深化したこととによる。自主管理の課題が、もは
や「彼岸」の世界に安住していることはゆるされなくなり、「比岸」の世界に踏永込んで現実社会を変革する武器
に
ま
で
鍛
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
み
す
る
。
ロ
ラ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
は
、
「
こ
の
具
象
化
の
時
代
を
も
っ
と
も
よ
く
総
括
す
る
語
は
、
実
験
、
な
い
し
よ
り
広
く
は
社
会
的
実
現
の
戦
（皿）
略
、
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
自
主
管
理
の
一
定
の
成
熟
に
対
応
し
た
表
現
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
一
九
七
七
年
には、、ロミ誌（社会党マルチネ系）とい、三富：（○宮亀己貝のミ誌（新左翼系）とが共催で、この社会的実験をめぐ
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すすめる、「
でもあった。
エ
ド
モ
ン
・
メ
ー
ル
は
、
ま
ず
「
完
全
に
反
資
本
主
義
で
あ
る
唯
一
の
選
択
肢
」
と
な
り
、
「
人
民
諸
勢
力
の
同
盟
を
動
員
し
溶
接
し
う
る
、
体
系
だ
っ
た
唯
一
の
計
画
」
た
る
も
の
が
自
主
管
理
社
会
主
義
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
労
働
者
階
級
に
大
衆
的
に
根
を
据
え
た
唯
一
の
自
主
管
理
組
織
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
現
下
の
状
況
の
な
か
で
全
面
的
な
責
任
を
自
覚
し
て
い
る
。
こ
う
指
摘
し
た
う
え
、
概
略
以
下
の
諸
点
に
わ
た
っ
て
論
じ
て
い
る
。
１組合行動の独立。われわれの未来を他のもの（左翼政治勢力をも含む）に委任することを禁じている。全体の統轄手段
を描くことは左翼政党の領域に属しているが、政府綱領を樹立し、それに結びつくことは、ＣＦＤＴの機能のなかにはない。
２社会闘争に中心的地位を与える。社会闘争が社会変革の動因であり、あらゆる経済的社会的文化的変革の動因だからで
ある。そして組合の行動が、この社会闘争のなかでもっとも重要な役割を果す。社会を変えることは、政党にたいして権力の
奪
取
、
お
よ
び
国
家
の
枠
内
で
の
行
動
、
の
監
督
権
を
委
任
す
る
こ
と
に
限
定
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
労
働
者
、
人
民
大
衆
が
変
革
の
主役たらねばならない。社会的動員なしに政権についた左翼政党は、資本主義勢力の抵抗に直面してかならずや麻曄させられ
て
し
ま
う
。
動
員
は
大
規
模
か
つ
意
識
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
明
確
な
選
択
と
ひ
き
か
え
に
お
こ
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
る大規模な討論集会を催しているが、それはこの成熟を十分うかがわせる小のである。
こ
の
実
験
は
、
改
良
か
改
革
か
の
不
毛
な
ジ
レ
ン
マ
に
終
止
符
を
打
た
せ
、
改
良
主
義
の
烙
印
に
恥
ら
う
知
的
伝
統
か
ら
の
解
放
を
（い）
すすめる、「浄罪化作用」（」の。巳己四三】の己・ロ）に他ならなかった。そして社会主義の新しい知的空間を創造する試み
た
し
の
で
あ
る
。
この時期のＣＦＤＴの戦略的立場を明確にしめすものは、ＣＦＤＴの理論誌Ｏ、□弓邑昌・ミヨ香ミの七七年九ｌ
（“） 
一○月号に掲載されたメール垂自記長の「綱領の意味と射程距離」と題する論文である。この綱領とは「一九七八年
の総選挙を目前にひかえた政治抗争によって規定される、現下の行動と動員とにたいする優先的諸目的」を規定し
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Ｃ
Ｆ
Ｄ
Ｔ
は
、
共
同
政
府
綱
領
が
集
権
的
、
国
家
管
理
的
生
産
力
主
義
の
遺
制
に
対
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に（七六九頁）、現代社会主義のモデルに批判を加えたのである。
４
統
一
目
標
へ
の
均
衡
の
と
れ
た
綱
領
。
当
面
の
要
求
と
構
造
的
変
革
と
の
あ
い
だ
に
、
生
活
過
程
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
両
者
を緊密に結びつける。われわれの綱領は、さまざまな社会的、職業的階層の統一を強め、同時に組合間の行動の統一と人民諸
勢力の統一とを深めるであろう。
要求の課題。最低賃銀（ＳＭＩＣ）の一○倍に個人所得を制限し、企業内賃銀格差を六倍に抑える。国有企業では工場委員
会が労働条件の決定権をもつ。民間企業では、労働時間の一％を、労働条件にかんする討論とその管理のために、労働者に与
える。投資決定に参加するための産業部門委員会の創設。雇用にかんする地方委員会、出版情報全国評議会、オーディオ・ヴ
ィ
ジ
ュ
エ
ル
全
国
評
議
会
の
設
立
。
こ
れ
は
表
現
の
多
元
化
を
保
証
す
る
た
め
で
あ
る
。
５人民諸勢力の成功条件。ＣＦＤＴの綱領がその条件の一つである。なぜなら、政治勢力の行動と力を合せて、社会的動
員
を
う
な
が
す
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
成
功
し
た
と
き
に
は
、
人
民
戦
線
や
解
放
の
よ
う
に
、
目
的
は
達
成
さ
れ
る
。
人
民
の
動
員
が不十分のときには、一九五六年〔ギ・モレ社会党政権の成立〕のように失敗した。それは六八年に、左派の政治選択肢が不
在
だ
っ
た
た
め
に
、
社
会
運
動
が
基
本
的
な
目
的
を
達
成
し
え
ず
に
失
敗
に
終
っ
た
の
と
等
し
い
。
こ
の
分
析
は
、
第
三
期
の
「
実
験
」
あ
る
い
は
「
社
会
的
実
現
の
戦
略
」
の
性
格
を
鮮
明
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
七
八
年
三
月
の
左
翼
の
敗
北
は
、
こ
う
し
た
「
実
験
」
の
動
き
に
一
定
の
後
退
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
与える。
企業、社会、国家空
的社会的性的なあ←
承なすことである。
ＣＦＤＴは、共自
に（七六九頁）、現
購
買
力
の
改
善
と
不
平
等
の
縮
小
と
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
女
性
、
青
年
、
移
民
労
働
者
と
い
う
も
っ
と
も
め
ぐ
ま
れ
ぬものへの、被雇用権、労働条件の改革。企業内の情報、技能養成、自由の拡張など、労働者の運命の改善に最大の優先権を
３自主管理的変革をもたらす要求。資本主義支配の打倒とともに、技術者や政党主によるあらゆる権力奪取を拒否する。
菜、社会、国家を同時に変革しなければならず、分業を縮小して、能動的労働者をしてあらゆる生活の分野に赴かせ、政治
社
会
的
性
的
な
あ
ら
ゆ
る
支
配
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
自
主
管
理
の
次
元
を
、
社
会
主
義
の
中
心
的
次
元
と
776 
（髄）
ロソはその理由をつぎの三つにまとめている。①政府や政治に問題の解決をゆだねようとした傾向が強かったこ
と。②ＣＦＤＴがマスメディアに対する圧力を行使しすぎた、との批判が伝統的知識人のあいだから生じたこと。
伝統的左翼の知的独占が脅かされることへの反発である。③「実験」という語にある。いかなる形の社会的実践で
あ
れ
、
熱
気
に
押
さ
れ
て
、
そ
れ
を
す
べ
て
実
験
に
し
て
し
ま
い
、
そ
の
こ
と
を
社
会
変
革
を
と
り
違
え
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
つ
づ
けて、この後退に対拠するためには「政治的明快さ」と「民主的現実主義」と「集団行動のエントロピー」を回復
しなければならない、としている。
後
退
の
い
糸
す
る
と
こ
ろ
は
、
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
運
動
が
危
機
の
局
面
を
迎
え
た
ことである。ＣＦＤＴは、七九年の三八回大会において、「再中心化」（円の８５ｍの）の戦略を採用し、あらためて
「再組織化」（『の⑳百ｓ目一一ｍ畳。ご）の努力を開始している。この「危機」のいふするところは、あらために問題にす
「再組織化」（局の（師）
る
こ
と
に
し
よ
う
。
注（１）五月一六日のＣＦＤＴ全国書記局の声明はつぎのようなものであった。「大学における民主化を求める学生の闘争は、
企業における民主主義を求める労働者の闘争と同一の性格を有する。学生が反逆する耐え難き拘束と構造とは、同様に、
そしてしばしばより許し難い形で、工場、作業現場、サーヴィス、行政のなかに存在する。」向・三島の①（】・『ｏロー一団且
'へ′■、／■、／~、′へ
６５４３２ 
、=ノ、.ノ、_ノ、=ノ、=ノ
円。『＆・や己・心』
向・冨昌のの芹】・目・口一一国ａ》Ｃ、．三・》弓・侭Ｃｌ匠梓・
旨囚８口の、】【○円の山口》曰】ロ〕で：【』の、頁○℃。、罠。■ぬ○句□目印月］の句○句の（一口ｏ○日》旨ｏ園閂〕弓匹曇）◎量、＆》》鼠、ロ○・国『》
、のご｛・Ｏｏｏ【・】①『『》ご・、四・
Ｃ、．。函・』己．、、
『》｛＆。
シ・シロ』Ｈ】のｐＨの〔】・ロ、ロ。ご》。、．＆（・・己・巴．
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（妬）目》量・
（幻）□囚昌の一言○号の》い③』昏載の、＆Ｑ当邑（（冒苫『ご】①『Ｐｂ己。
（鋼）□己【の」ご胃〔】。Ｐ旨、固め、「笥管目自切ごｍＰ己・詮・
（”）向・冨昌の①こ・］・ロ］］冨已・・・、．。勲・・弓・田ｌ遷・
（”）向・】［Ｂ円のの【】・］○口屋閂』》。、・ａ（・や己。、、。
（型）マルチネ、前掲書、四一頁。
（記）祠・幻。、色目ぐ四一一○口》伊・匙の口邑詠包。、。＆（・ロロ・桿○。
（理）句忌註○のご自向・冨凰Ｈの）旨□四日の｝○ヶ囚巨ぐの］）ｏ蛤『【）弓崔員○ｍ、吻戴Ｃ苫。＄『Ｐご・『．
（皿）前掲拙稿を参照。
（別）い⑮
（四）ご苞・弓・ちＩ室
（嘔）旧の之。麓ご巴。》助ｎ、ご＆討忌、、旨へ四への◎
（班）缶・シロ』Ｈ】の巨滉の斤冒・口ｍｐｏｐ》。、．○簿・》勺・田・
（Ⅳ）局員のＨ１のョ『』旨へ』向い、「茸』日日のごｍＰｂ・の『・
（蛆）し．シご』回の巨滉の〔］・回、ロ○口》Ｃ、．○轍．、勺心○・
（ｕ）閂三＆。、己勺・＠四日①①
（７）両。】【＆Ｈの①（］・】○巨一］旨月旦】Ｃ、。。茸・ｂｂｂ・拷心②索。
（８）守亘．．ｇ』巴ｌ〕田．
（９）社会党は反原発にあいまいな態度をとっているが、
（蛆）目・言。Ｈの口巨》○、。。笥・、□・心、。
（、）因・】【＆Ｈの①［］・］○ロー閂』》。、。。茸。、□・］②『・
（⑫）いの』く○量已呉。。⑰⑮、ごロ討置、』巨へ、への○・
（四）因・豆【＆Ｈの①［］・］。色一一旨Ｈ』》。、。＆（・や己。」の一・
ｚ○麓ご巳。。②⑮、ごロ討忌裁巨｝画へ、○
ＣＦＤＴは明確な反対の立場である。
ｍｍｌｍ四・
778 
（卯）の①品の三四一一の【》トロミミ：言Ｑ回路のｐ窪ミ忌蔦や』①＄・
（、）小関藤一郎「フランスの新しい労働者階級の問題」（学西学院大学『社会学部紀要』三九号、一九七一一年一一一月）を参
照。
ゾ
。
。
‐
（狸）向・筥員の①（］・］・白一一】囚旦・己・ミニ・》で・図「・
（鍋）閂亘Ｒｂｂ・画や．．‐「
６
‐
拳
》
０
３
（弧）揮員，
（粥）閂ご只・・巳・囚Ｐ．．
（妬）閂宜只、ｂ・いい。
。
守
。
●
ロ
。
●
（ｗ）勺Ｈの侮・の」の』四２口のｍＯ肖○口涌》のｐＨ｜》凹巨【○ｍの、〔』・ロ》］》のＸ己のＨ】日の貝四陣。□》一の切目○口ぐの日の貝、、。。】自民）旨（》固い、急二℃口。。［‐。。（・
』①『①》’ロ・＠の。
（詔）百斤Ｈのａの急回向』日・己三島、旨｛国同色。（》日日のこのＰ□□・のトー①、．
（羽）閂，旨。円の目・已冒ｂｍ８ＣＣ，曰勲・』も・の、ｊ
（蛆）旧ｐＯ園ご円・目・ａ（・・己・弓、。
（虹）旨〔のＨ１のゴ》旨、回ご『茸》日日叩這、Ｐ七・ｍｍ・
（姻）旧ＰＣ田巳弓、。、．＆（．、勺・弓ヨｒ
（⑬）向・冨島の『の①ロ叩の【壱・愚の』の］四℃］ｇの‐さ§の○句□曰ごｏ田ご日』こ・ミ＆、香員》の①ロ・’○。（・〕ヨヨ》ご・の．
（坐）団・冨禺の輿當・〕Ｃ皀寓』》。、》三・〕己・岳①。
（妬）回三畳の》の①ロ、のけ己臼威の）Ｃ、・・算・勺、．
（妬）向・旨＆門の臼］・】ｏＥ－］旨ａ）。、．、舅）ご・屋『・
（幻）］・旨。Ｈの目》口盲目ｇ》Ｃ己・ミニ・・己・田・
（妃）も．宛。：ぐ鰹一］・Ｐ巨崔ぬい輿二・径貫・噌三・驫忌『の．
（四）句・夛吻目弓“一一・月毛。ご弓婁ｎＱＯＱ菖皇駒言、ロミ萱⑯、二心・
（的）のｐＨ］》四口○ｍの、壁○コ》ＯＳ・ａ号．。□・ｃＰ
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（田）閂貸Ｒ澤口．】ＣＱ
（岡）．閂冨具・》七・鼻○］・
（“）願・言ＢＨｐｍｍｐ⑪
（“）ゆき骨ｐｍの口吻の【己・愚の》。、．蔓・・ロロＬ１房「要求および当面の目標に関する行動綱領」、「エドモン。メールの記者
会見から」（『総評調査月報』一一一一五号、一九七七年二月号）参照。
（開）のごＨ一）囚員○ｍの⑫（】。ご）。、．＆（・）で．ご』・
（船）拙稿「フランス労働運動の危機とＣＦＤＴの自主管理社会主義」（『月刊労働問題』一九八一年五月号掲載予定）を承ら
れたい。
（田）円颪巨・》つ七℃
（町）山口、一一四日○ｍの、園○口）。、．。津．．□・＠や。
（
閉
）
シ
ャ
ル
ル
・
ピ
ァ
ジ
ェ
篇
、
海
原
峻
訳
『
リ
ッ
プ
は
ど
う
闘
っ
た
か
』
柘
植
書
房
、
一
九
七
五
年
。
（
的
】
海
原
峻
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
小
史
』
新
泉
社
、
一
九
七
九
年
、
一
九
八
頁
。
葉
山
滉
『
自
主
管
理
と
社
会
主
義
』
現
代
の
理
論
社
、
一
九
七
六年、一五八頁以下。
（㈹）（の巨吋一〉四日○ｍのｍはＯＰＣ、．ａ二・、□・Ｓｃ．
（記）．閂Ｃ亘．』ロ・臼
（開）閂○量・』や⑦○
（Ⅲ）閂冨＆・や己・巴Ｐ
（田）マルチネ、前掲書、三八頁。
（田）旧自ＱＳ目．。、．＆（・》弓・后①ｌ舌・
（別）国富＆片の臼］・］○口一一旨ａ》。、。、茸．、己・房、。
